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８
月
29
日
、
待
ち
に
待
っ
た
み
な
と
ま

つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
末
に
予
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

口
蹄
疫
防
疫
対
策
の
た
め
に
延
期
と
な
り
、

そ
の
情
勢
を
見
守
り
な
が
ら
慎
重
に
検
討

し
て
開
催
に
至
っ
た
今
回
の
ま
つ
り
。

　

当
日
は
、
時
折
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
予

定
変
更
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま

し
た
が
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
7
万
人
の

来
場
者
の
皆
さ
ん
は
、
夜
空
を
彩
る
１
万

発
の
花
火
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
夏
を

締
め
く
く
る
に
相
応
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
朝
に
は
会
場
の
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
前
年
と
比
較
し
て
、
捨
て

ら
れ
て
い
る
ご
み
の
量
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
、
マ
ナ
ー
の
改
善
を
伺
わ
せ

る
嬉
し
い
変
化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

口 蹄 疫 対 策 に 対 す る 寄 附 等 の ご 紹 介

　口蹄疫対策へ役立ててほしいと、多くの方々からご寄附、ご協力をいただき
ました。次の通りご紹介します。
〈寄附金〉	 	 （８月末現在、寄附月日順、敬称略）
・株式会社志布志まちづくり公社①	
・志布志市公民館連絡協議会志布志支部②	 ・法人都城祭り出店共同組合
・カイコ―㈱③	 志布志みなとサッカーフェスティバル実行委員会④
　いただいた寄附金は、口蹄疫対策のために大切に使わせていただきます。また、
この他にも消毒現場に飲み物や弁当の差し入れなど、個人・団体からたくさん
のご支援をいただきました。心より御礼申し上げます。

④③

① ②

時
と き

間 が 動 き 始 め る …
口 蹄 疫 終 息 を 宣 言
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８
月
27
日
、宮
崎
県
知
事
に
よ
り
、

口
蹄
疫
の
終
息
宣
言
が
な
さ
れ
、
立

ち
込
め
て
い
た
霧
が
よ
う
や
く
晴
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
20
日
に
宮
崎
県
で
発
症
が
確

認
さ
れ
て
以
降
、
畜
産
の
み
な
ら
ず

県
全
体
に
大
き
な
影
を
落
と
し
た
口

蹄
疫
。
鹿
児
島
県
で
は
、
７
月
に
発

表
さ
れ
た
移
動
制
限
区
域
解
除
を
受

け
て
消
毒
ポ
イ
ン
ト
が
順
次
撤
去
、

セ
リ
市
も
再
開
さ
れ
、
一
刻
も
早
い

終
息
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
防
疫
対
策
に
対
し
て
、

多
大
な
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
方
々
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

止
ま
っ
て
い
た
時
間
が
よ
う
や
く

動
き
始
め
ま
し
た
。

消毒ポイントマップ

　志布志市では上記地図の場所で
消毒作業を行っていました。
　②八郎ケ野・③柳井谷・⑥黒葛
は、無人の消毒ポイント（消毒液
の自然流下式）です。

②

①

⑤
④

③

⑥

⑦

①

⑤⑦

④

贈呈のため来庁された皆さん
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夜
空
に
咲
く
大
輪
の
花

志
布
志
み
な
と
ま
つ
り
開
催
！
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N
e
w

s

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
…
①

　

市
役
所
本
庁
近
く
の
戦
没
者
の
慰
霊
塔

で
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
８
月
８
日
、

伊
崎
田
小
学
校
か
ら
千
羽
鶴
が
献
納
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
活
動
と
し
て
平
成
15
年
か
ら
千
羽
鶴
の

献
納
を
始
め
、
今
年
で
8
回
目
。
式
典
で

は
同
校
の
代
表
と
し
て
、
6
年
生
の
西
紫

央
里
さ
ん
が
「
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
た

ち
の
事
を
考
え
な
が
ら
、
一
羽
一
羽
丁
寧

に
折
っ
た
。」、
同
じ
く
6
年
生
の
竹
迫
浩

大
さ
ん
が
「
戦
争
や
事
件
で
多
く
の
人
た

ち
が
悲
し
む
世
界
は
、
平
和
と
は
言
え
な

い
。
み
ん
な
が
平
和
に
暮
ら
せ
た
ら
い

い
。」
と
平
和
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上

げ
、
千
羽
鶴
の
献
納
を
行
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
開
催
！

　

８
月
29
日
、
志
布
志
町
の
健
康
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
で
第
５
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
指
定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

校
の
宇
都
中
学
校
に
よ
る
事
例
発
表
と
、

志
布
志
中
学
校
の
屋
田
伸
仁
校
長
先
生
の

手
品
で
場
を
温
め
た
あ
と
、
バ
ザ
ー
や
福

祉
施
設
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
出
店
が

始
ま
り
、
警
察
署
や
消
防
署
の
協
力
で
企

画
さ
れ
た
は
し
ご
車
・
パ
ト
カ
ー
・
白
バ

イ
の
試
乗
や
お
も
ち
ゃ
病
院
が
子
ど
も
達

を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

時
折
、
大
雨
に
見
舞
わ
れ
る
事
も
あ
り

ま
し
た
が
、
綿
菓
子
や
か
き
氷
を
ほ
お
張

り
な
が
ら
、
室
内
外
に
設
置
さ
れ
た
会
場

は
、た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
い
ま
し
た
。

綿菓子、早くできないかな？

② ④
⑤

①
③
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左
の
地
図
の
番
号
は
「
ま
ち
の
話
題
」
の
記
事
の
あ
っ

た
場
所
を
表
し
て
い
ま
す
。
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青少年育成のために寄附金②
　8月 22 日、グラウンドゴルフの
愛好家 35 人による有明フレンドの
定例大会が行われ、開会式で宇都中
学校に寄附金を贈りました。
　同クラブでは、昨年から会員が練
習に来る度に空き缶を収集して換金
したもの等を積立て、会員で使い道
を話し合った結果、青少年の育成の
ため図書購入費用として送ることを
決めました。当日は宇都中の川上敦
校長に同クラブの北村貞志さんから
目録が手渡されました。

川上校長先生に寄附金を手渡す北村さん

交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

通
山
小
学
校
は
国
道
に
面
し
、
学
区
内

で
も
非
常
に
交
通
量
が
多
い
場
所
で
す
。

　

そ
こ
で
、通
山
小
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々

で
生
徒
の
夏
休
み
中
の
交
通
安
全
意
識
向

上
の
た
め
、
鹿
児
島
県
警
察
本
部
の
協
力

を
得
て
、
７
月
26
日
、
通
山
小
学
校
で
交

通
安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

暑
い
中
で
の
講
習
で
し
た
が
、
横
断
歩

道
の
渡
り
方
や
自
転
車
の
正
し
い
運
転
マ

ナ
ー
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
真
剣

に
勉
強
し
ま
し
た
。
３
年
生
の
田
畑
佑
莉

さ
ん
は
、「
後
ろ
を
確
認
す
る
こ
と
を
今

ま
で
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
た
め
に
な

っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
習
を
受
け
た
方
全
員
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
手
作
り
の
自
転
車
運
転
免
許
証
が

発
行
さ
れ
、
８
月
２
日
の
出
校
日
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

これからも事故のないようにね！

交
通
安
全
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
０
・
０

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
へ

　

志
布
志
警
察
署
で
は
、
７
月
30
日
に
８

月
１
日
か
ら
半
年
間
の
無
事
故
・
無
違
反

を
目
指
し
て
、
交
通
安
全
意
識
向
上
と
高

齢
者
の
交
通
安
全
行
動
の
輪
の
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
交
通
安
全
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
０
・
０
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
参

加
す
る
３
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
、
指
定
書
の

交
付
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る
の
は
、
通
山

高
砂
長
寿
会
、
下
通
山
老
人
ク
ラ
ブ
楽
生

会
、
し
ぶ
あ
い
老
人
ク
ラ
ブ
の
３
ク
ラ
ブ

で
、
参
加
者
か
ら
は
「
高
齢
者
の
事
故
防

止
の
啓
発
に
な
る
よ
う
に
無
事
故
・
無
違

反
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。」
と
い
う

声
も
聞
か
れ
、
意
義
の
あ
る
交
付
式
と
な

り
ま
し
た
。

初
め
て
の
夏
祭
り
③

　

本
年
度
、
民
営
化
さ
れ
た
有
明
保
育
園

で
、
８
月
７
日
、
夏
祭
り
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
始
ま
っ
た
祭
り
で
は
、
年
少

組
の
手
遊
び
の
披
露
を
皮
切
り
に
、
相
撲

大
会
で
は
各
組
の
一
番
を
決
め
る
と
あ
っ

て
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。
そ
の
後
、

保
護
者
を
交
え
た
輪
踊
り
で
は
、
親
子
並

ん
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
囲
み
、
楽
し
そ
う
に

踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
保
育
園
で
夏
祭
り
を
開
催
す
る
の
は

今
回
が
初
め
て
と
い
う
事
で
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
も
準
備
に
熱
が
入
り
、
か
き
氷
や

焼
き
そ
ば
等
、
保
護
者
会
か
ら
の
多
数
の

出
店
が
会
場
を
賑
わ
せ
、
最
後
は
花
火
で

締
め
括
り
ま
し
た
。

ボラレンジャー参上！

―４月２４日はしぶしの日――４月２４日はしぶしの日―
し ぶ   し

一年に一度のこの日、
見つめ直してみませんか。
あなたの心の「志」。

⑥

⑦

安全運転を心がけます！

お母さんと踊るの楽しいね！ 平和への願いが届きますように

親
子
13
組
が
絵
本
づ
く
り
に
挑
戦
！

　

親
子
の
絆
を
深
め
、
本
に
興
味
を
持
た

せ
よ
う
と
『
夏
休
み
親
子
で
つ
く
る
手
作

り
絵
本
教
室
』
が
、親
子
13
組
が
参
加
し
、

８
月
１
日
と
８
日
の
２
日
間
、
市
立
図
書

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
本
村
多
可
子
さ
ん
が
絵
本
の
魅

力
と
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
た
あ
と
、
早

速
、
は
さ
み
や
の
り
、
画
用
紙
、
色
鉛
筆

な
ど
を
使
っ
て
の
絵
本
づ
く
り
が
ス
タ
ー

ト
。
２
日
間
に
わ
た
り
、
親
子
で
協
力
し

て
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
絵
本
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
一
人
ひ
と
り
、
絵
本
の
タ
イ
ト

ル
と
自
分
の
名
前
を
紹
介
し
た
子
ど
も
た

ち
の
達
成
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
笑
顔
が
、

と
て
も
す
て
き
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

作
ら
れ
た
絵
本
は
、
２
月
予
定
の
「
図

書
館
ま
つ
り
」
に
展
示
さ
れ
ま
す

すてきな絵本ができたかな？
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N
e
w

s

大
き
な
志
を
胸
に
出
発
！

　

志
布
志
市
青
少
年
研
修
事
業
と
し
て
、

シ
ア
ト
ル
研
修
生
５
名
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
研
修
生
５
名
が
夏
休
み
の
間
、
海
を
渡

り
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
に
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、

志
布
志
高
校
３
年
生
の
新
村
ひ
か
り
さ
ん

が
、「
不
安
な
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
本
当
の
家
族
の
よ

う
に
な
れ
る
よ
う
に
積
極
的
に
交
流
を
行

い
、
さ
ら
に
英
語
力
を
伸
ば
し
た
い
。
ま

た
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
学
び
な
が
ら
、

多
く
の
人
に
日
本
の
良
さ
を
伝
え
た
い
。」

と
語
っ
た
ほ
か
、皆
さ
ん
が
決
意
を
表
明
。

シ
ア
ト
ル
研
修
生
は
７
月
24
日
か
ら
１
ヵ

月
間
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
研
修

生
は
７
月
30
日

か
ら
３
週
間
の

研
修
を
行
い
ま

し
た
。

熱い思いを抱いて旅立った皆
さん。成長した姿で全員無事
に帰国しました！

自
然
の
魅
力
、
満
喫
‼

　

緑
の
募
金
に
よ
る
体
験
学
習
「
第
２
回
夏

本
番
‼
出
か
け
よ
う
森
と
海
へ
」
が
、
8
月

4
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
有
明
農
業
歴

史
資
料
館
体
験
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
５
、６
年
生
20
人
が
参
加
し
、
１

日
目
に
は
夕
食
を
自
分
た
ち
で
考
え
、
買

い
物
と
調
理
ま
で
行
い
ま
し
た
。
最
初
は

不
安
が
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
い
ざ

取
り
掛
か
る
と
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
、

立
派
な
夕
食
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
ト
ラ

フ
グ
の
放
流
、
木
工
教
室
、
川
遊
び
や
山
に

つ
い
て
の
学
習
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

は
こ
の
体
験
に
よ
り
、
志
布
志
市
に
は
素
敵

な
場
所
が
多
く
あ
る
こ
と
を
再
発
見
す
る
と

と
も
に
自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

蓬
の
郷
で
稲
刈
り
体
験

　

８
月
19
日
、
蓬
の
郷
の
親
水
公
園
内
に

あ
る
水
田
の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
蓬
の
郷
が
今
年
か
ら
取
り
組

み
始
め
た
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
４

月
17
日
に
行
っ
た
田
植
え
の
参
加
者
に
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
約
15
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
は
じ
め
こ
そ
慣
れ
な

い
鎌
の
扱
い
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た

が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
上
達
し
、
約

50
平
方
メ
ー
ト
ル
の
稲
を
１
時
間
ほ
ど
で

収
穫
し
ま
し
た
。
作
業
後
は
、
ス
イ
カ
が

振
る
舞
わ
れ
、
最
後
に
蓬
の
郷
の
お
風
呂

で
稲
刈
り
の
疲
れ
を
流
し
ま
し
た
。

稲刈りの次は収穫祭、早く食べたいなぁ

ボランティア清掃作業　その１④
　７月 24日、志布志水泳スポーツ
少年団の皆さんと保護者で、宝満寺
周辺と前川のゴミ拾いを行いまし
た。
　前川がきれいに、ゴミを捨てる人
がいなくなるようにとの想いで毎年
行っている同活動。参加者全員で川
に入り、川底や周辺のゴミを拾い集
めるなどし、参加した５年生の谷口
敦昭さんは「タイヤやパイプなど、
思った以上にゴミがいっぱいあっ
た」と感想を話してくれました。

川を大切にね！

夏休み学習教室開級
　７月 27 日から４日間（前期）、
８月 24 日から４日間（後期）志布
志会場、有明会場、松山会場で夏休
み学習教室が開かれ、小学３年生か
ら中学３年生までの児童・生徒合わ
せて 130 名を超す子どもたちが参
加しました。
　教室では、先生に質問をしながら、
夏休みの課題や、漢字の書取り、日
頃苦手な教科の克服に熱心に取り組
んでいました。
　同教室は、来年も開催予定です。

先生のおかげで、問題が解けたよ！

試
合
の
前
に
し
っ
か
り
消
毒
！

　

県
内
外
、
遠
く
は
関
西
か
ら
33
組
の
高

校
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
志
布
志
に
集
ま
り
、

７
月
31
日
か
ら
８
月
12
日
の
13
日
間
、
練
習

試
合
と
し
て
志
布
志
市
運
動
競
技
場
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

毎
年
「
志
布
志
み
な
と
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き
た

も
の
が
、口
蹄
疫
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、

練
習
試
合
と
し
て
開
催
に
至
っ
た
今
回
。

防
疫
対
策
と
し
て
、
選
手
は
全
員
、
試
合

前
に
全
身
消
毒
を
し
て
ピ
ッ
チ
に
上
が
り

ま
し
た
。

　

消
毒
は
、
同
大
会
に
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
て
い
る
志
布
志
環
境
浄
化
普

及
会
（
諏
訪
幸
枝
代
表
）
の
皆
さ
ん
が
、

志
布
志
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
保
護
者
と

（
有
）
諏
訪
建
設
の
協
力
を
得
て
実
施
し

ま
し
た
。
消
毒
に
使
用
し
た
消
臭
・
殺
菌

作
用
が
あ
る
環
境
浄
化
剤
「
ミ
ラ
ク
ル
し

ぶ
し
」
は
、
同
会
が
製
造
し
た
も
の
で
、

消
毒
の
他
、
期
間
中
の
ト
イ
レ
清
掃
な
ど

に
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

ボランティア清掃作業　その２
　８月 13日、有明野球場を定期的
に利用している志布志高校野球部の
部員 26人が、同球場の清掃を行い
ました。
　夏休みに入ってからは連日練習を
行った皆さんは、半日かけてグラウ
ンド整備や除草作業、施設の清掃を
行いました。
　塗木哲哉監督は「きれいになって
スッキリしました。大隅大会では野
球の神様がこの活動を見ていてくれ
たら嬉しいですね」と笑顔で話して
いました。

日頃の感謝を込めて清掃しました

ボランティア清掃作業　その３⑤
　８月 10日、宇都中学校の生徒会
主催で学校周辺のガードレール清掃
を行いました。 
　同中学校が毎年行っている活動
で、生徒会が全校生徒に呼びかけた
ところ、今回は生徒 58人が参加し、
学校横の県道に沿って設置してある
ガードレールを清掃。こびり着いた
コケや汚れを、タワシで擦り取る作
業を粘り強く続け、生徒の皆さんは
さわやかな汗をいっぱいかき、充実
した活動になりました。

用水路から水を汲んで清掃しました

イ
チ
ョ
ウ
の
木

陰
で
読
書
会

　

八
野
小
学
校

の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
大
き
な

イ
チ
ョ
ウ
の
木

の
下
で
、
８
月

２
日
、
読
み
聞

か
せ
会
グ
ル
ー
プ
「
お
は
な
し
じ
ん
べ
え

さ
ん
」
に
よ
る
緑
陰
読
書
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
い
つ
も
は
有
明
小
学

校
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

で
、
他
校
で
の
読
み
聞
か
せ
は
初
め
て
と

の
こ
と
。
言
葉
あ
そ
び
や
大
型
絵
本
、
人

形
劇
を
披
露
し
、子
ど
も
達
も
笑
っ
た
り
、

歌
っ
た
り
、
木
陰
で
の
本
と
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

4
年
生
の
飛
松
は
づ
き
さ
ん
は
、「
人

形
劇
で
一
緒
に
歌
う
の
が
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
お
は
な
し
じ
ん
べ
え
さ
ん
の
読
み
聞

か
せ
を
聞
き
た
い
で
す
。」
と
感
想
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

7　市報しぶし■ 2010.9

自然を大切にする意識が芽生える研修になりました。

おはなしじんべえさんの出し
物に、みんなも大喜び！

選手に消毒をするボラン
ティアの皆さん

消毒の後、ハツラツとプレーしました

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、土曜日（午前6時）と火曜日（午後9時）
に右のＦＭ局で好評放送中です。
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白
熱
！
親
子
バ
ト
ル
‼
⑥

　

尾
野
見
小
学
校
で
、
７
月
9
日
、
水
泳

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
泳
ぎ
を
す
る
人
、
苦
し
み
な

が
ら
精
い
っ
ぱ
い
泳
ぐ
人
な
ど
、
み
な
さ

ん
が
自
分
の
力
を
精
い
っ
ぱ
い
出
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
最
後
の
種
目
で
、
３
年
前
か
ら
始

ま
っ
た
「
保
護
者
対
子
ど
も
」
の
リ
レ
ー

対
決
は
大
盛
り
上
が
り
。
子
ど
も
は
大
人

に
負
け
じ
と
鋭
い
視
線
で
大
人
達
を
見
つ

め
、
大
人
も
子
ど
も
に
負
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
、
体
や
顔
に
ペ
イ
ン
ト
姿
で

入
場
し
、
笑
い
を
取
り
な
が
ら
も
気
合
十

分
で
ス
タ
ー
ト
位
置
に
着
き
ま
し
た
。

　

対
決
の
結
果
は
、
全
力
で
泳
ぎ
抜
い
た

大
人
チ
ー
ム
の
勝
利
に
終
わ
り
ま
し
た
。 N

e
w

s

あ
し
き
た
青
少
年
の
家
で
体
験
学
習

　

８
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
、

熊
本
県
の
あ
し
き
た
青
少
年
の
家
で
市
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
大
野
洋
一
会

長
）
主
催
の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
と
自

立
性
の
育
成
を
図
る
目
的
で
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
、今
回
は
市
内
の
小
中
学
生
42
名
、

高
校
生
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
７
名
の
総
勢
49

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
海
水
浴
や
コ
ン
パ
ス
ゲ
ー

ム
、
野
外
炊
飯
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
し
て
交
流
を
深
め
、
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
や
集
団
行
動
の
き
ま
り
を
学
ぶ
な

ど
、
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た

そ
う
で
す
。

年齢も学校も違う人たちとも仲良くなれました！

熱いバトルの始まりです！

ソーラーパネル寄贈
　宝満寺公園のトイレの屋根に設置
するソーラーパネルシステムが志布
志ライオンズクラブから市に寄贈さ
れ、その完成披露と贈呈式が、8月
5日行われました。
　同クラブは本年から、宝満寺を蛍
の生息地にする取り組みを行ってい
て、蛍の棲む環境作りに必要なきれ
いな水を汲み上げる、ポンプの電気
料を軽減するため、今回の寄贈にい
たりました。

蛍が飛び交う日が待ち遠しいです！

原口学長、著書９冊を寄贈
　志布志創年市民大学の学長で、鹿
児島大学教授の原口泉先生の「龍馬
とかごしま」と題した創年市民大学
夏休み特別公開講座が８月７日、志
布志市文化会館で行われました。
　時代を駆け抜けた幕末の志士たち
の足跡をたどる先生の講義に、学生
は興味深く聞き入っていました。
　また講演の後、原口先生より「お
龍と龍馬」など、これまでの著書９
冊を市立図書館に寄贈されました。

市のまちづくりに役立てていきます

いい本との出会いのために…
　市報しぶしの市民編集員として活
動されている森幸子さんから、市立
図書館へ本が寄贈されました。
　森さんは、これまでご自身が新聞
や雑誌へ投稿した景品としていただ
いた図書カードの使い道を、「一人で
も多くの子どもたちに、いい本と出
会ってほしい」と考えて寄贈に至り、
図書館員に選定してもらい購入した
子ども向けの本の贈呈式が、８月 19
日、市立図書館で行われました。

大切に読んでくださいね

■オラレ志布志 9月・10 月番組表
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催
場
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開
催
場
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金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

大
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場
外

　

●
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唐津4日目

蒲郡

■ファンクラブ＆メルマガ会員募集４月 24日から随時受け付け開始！

　オラレ志布志に来場ごとに１ポイント！ポイントに応じて、ガソリ

ン券やアピア商品券と交換！入会キャンペーン中は特典満載！

桐生一般4日目

下関GⅠ周年競艇王決定戦

住之江ＧⅢ女子リーグ 住之江

大村GⅢ企業杯
大村

児島 福岡GⅢ女子リーグ

蒲郡ＧⅢ新鋭リーグ若松 住之江GⅠ高松宮記念桐生1～4日目

＋
プラス

  20％
プレミアム付き商品券好評発売中！
※�限定販売のため売切れ次第販売を終了しますのでご購入はお早めに！

９月も毎日開催！
　　　　ナイターも毎日！
競艇情報コーナー！
９月 22 日（水）～ 23 日（木）
★レース予想！レース ･展示解説！レーステクニック！
　　　　　　　　　　　各種イベント開催予定！

ファンクラブ
ポイントカード会員募集中！
★入会費 ･年会費無料！
★来場ごとにポイントが貯まる！
★貯まったポイントで商品券やグッズがもらえる！
★会員様限定のイベント開催！

オラレ志布志の売上金は、地域の活性化及び振興を図り、市の活力あるまちづく
りのために、福祉・教育などの分野ではばひろく、使われます。

大村

福岡GⅢ新鋭リーグ 浜名湖GⅠ周年浜名湖賞

大村

唐津GⅢ企業杯4日目

若松

蒲郡

桐生SG全日本選手権

■営業時間　10:00 ～ 21:00（ナイター開催がない場合は 17:00 まで）　　■問い合わせ先　オラレ志布志　℡ 479-3111

唐津

戸田

下関

商品券の概要
■名 称　　「ひまわり商品券 2010」
■目　　的　　�プレミアム付の商品券を発行・販売し、市内の消

費拡大を図る。
■内　　容　　�20％プレミアム商品券を 2億円分発行します。
■購入資格　　�商品券の購入時点で、志布志市に住民登録のある

市民。
■購入限度額　�3万円／1人（3万円購入で3万6千円分の商品券）
■使用期限　　平成 23 年 3月 30 日（水）まで使用できます

■販売場所　●�志布志市役所　本庁港湾商工課
　　　　　　●�志布志支所　地域振興課
　　　　　　●�松山支所　地域振興課
※市役所での販売は、平日のみ 9:00 から 16:00 までです。
■購入に必要なもの　身分を証明できるもの（免許証等）
※印鑑は必要ありません。
■使えるお店　商工会の会員で登録してある小売店になります。
■問い合わせ先　
　志布志市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 285）

目
指
せ
！
日
本
一
高
い
か
き
氷
！
⑦

　

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
８
月
14
日
、
サ

ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
で
、
日
本
一
高

い
か
き
氷
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
株
式
会
社
志
布
志
ま
ち
づ
く

り
公
社
が
行
っ
て
い
る
同
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
延
べ
約
30
人
の
子
ど
も
達
が
集
ま

り
、
目
標
１
５
０
㎝
と
意
気
込
ん
で
挑
戦

開
始
。
次
々
に
削
り
、
ボ
ー
ル
に
入
れ
ら

れ
た
氷
を
、
代
わ
る
代
わ
る
特
大
の
容
器

に
積
み
上
げ
て
行
き
ま
し
た
。

　

注
目
の
結
果
は
、
残
念
な
が
ら
目
標
の

１
５
０
㎝
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

昨
年
の
記
録
、
１
０
５
㎝
を
大
き
く
上
回

る
１
２
５
㎝
。
計
測
の
後
は
、
シ
ロ
ッ
プ

を
か
け
て
参
加
者
や
買
い
物
客
に
振
舞
わ

れ
ま
し
た
。

冷たくて、とっても楽しかったよ！
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地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

　市では、口蹄疫対策に万全を期すために、平成
22 年度の狂犬病予防集合注射を延期していました
が、次の日程で実施いたしますので最寄りの会場で
接種されるようお願いいたします。

■問い合わせ先
　市役所市民環境課環境政策係　℡ 474-1111（内線 134）
　志布志支所市民課環境衛生係　　℡ 472-1111（内線 224）
　松山支所市民課市民係　　　　℡ 487-2111（内線 224）

平成 22年度狂犬病予防接種集合注射日程のお知らせ

　狂犬病予防法により、生後９１日以上の犬には登録と狂犬病予防注射が厚生労働省令
で義務付けられています。
　狂犬病は、先進国を含む多くの国で発生しており、世界中で年間３万５千人から５万
人の人が死亡しています。治療法はなく、人も動物も１００％死亡する恐ろしい病気で
すので必ず受けさせましょう。また、登録については市役所で受付けています。

犬を飼っている皆様へお知らせです。

◆注射手数料および新規登録手数料
	 ・登録済みの犬…3,000 円	 	 ・新規登録の犬…6,000 円（登録手数料+注射手数料）
※登録済みの犬がすでに死亡している場合は、そのまま台帳に残りますので、必ず市役所まで届け
出をしてください。犬の飼い主が変わった場合も届け出が必要です。
※犬を登録している方は、後日、通知書を個別に郵送いたしますので、注射の際にお持ちください。

環境家計簿をつけ、自分の CO2 排出量を把握してみませんか？
　８月２日から９日まで、市内各地域で「我が家から始めようエコライフ 55」
説明会を行いました。参加された方はお忙しい中、足を運んでいただきありがと
うございました。
　このエコライフ 55の項目の中に、「環境家計簿をつける」という項目がありま
す。「環境家計簿」とは、家庭での電気、ガス、水道の使用量や日常の行動等をチェッ
クすることで、環境にやさしい暮らしを実践するものです。そのことにより、地
球温暖化の最大の原因である二酸化炭素の排出量の削減にもつながり、経済的にも節約になります。
下記の表に 1か月の電気使用量などを記入し計算してみてください。それを継続的にチェックする
ことで、生活様式の見直しにもつながります。
　「環境家計簿」について、詳細な資料が必要な方は、下記の問い合わせ先に準備しておりますので
ご活用ください。

※�電気、ガス、水道の使用量については、１ヶ月
分を請求書またはメーターで調べてください。

※�排出係数は、単位量あたりの化石燃料などを
燃焼したときに排出される二酸化炭素の量を
表します。
※�排出係数は、環境省「我が家の環境大臣事業
（エコファミリー）」の環境家計簿から引用し
ています。
※�金額の欄には、使用量に対する料金を記入し
てください。

■問い合わせ先
本庁市民環境課環境政策係	 ℡ 474-1111　　志布志支所市民課環境衛生係	 ℡ 472-1111
松山支所市民課市民係	 ℡ 487-2111

＜見本＞
９月 使用料 排出係数 CO2排出量 金額
電気 kwh × 0.43 ㎏ 円

ガス
ＬＰ ㎥ × 6.0 ㎏ 円
都市 ㎥ × 2.2 ㎏ 円

水道 ㎥ × 0.23 ㎏ 円
ガソリン ℓ × 2.3 ㎏ 円
軽油 ℓ × 2.6 ㎏ 円
灯油 ℓ × 2.5 ㎏ 円
合計 × ㎏ 円
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志布志地区
10 月 12 日（火）　　

実施時間 実施場所
9:20 ～    9:30 夏井公園
9:40 ～    9:50 陣岳分団消防詰所前
10:00 ～ 10:30 天神ドライブイン前
10:40 ～ 11:00 宝満寺
11:10 ～ 11:20 漁協前
13:00 ～ 13:10 敷根義文宅前（橋之口）
13:20 ～ 13:30 井久保商店前
13:40 ～ 14:00 専念寺前
14:10 ～ 14:20 農協婦人研修センター
14:30 ～ 14:40 横尾上バス停
14:50 ～ 15:00 西横尾下公民館
15:10 ～ 15:30 ひばり保育園

10 月 13 日（水）
9:00 ～    9:20 柳井谷公民館前
9:30 ～    9:40 田床墓地下
9:50 ～ 10:00 長岡商店前
10:10 ～ 10:20 坂之上公民館
10:30 ～ 10:40 田屋敷バス停前（沢目記）
10:50 ～ 11:00 南大原公民館
11:10 ～ 11:20 文化会館駐車場
13:20 ～ 13:40 町原 大栄電気入口
13:50 ～ 14:10 杉原養鶏場前
14:20 ～ 14:40 志布志貨物前
14:50 ～ 15:10 大迫橋

10 月 14 日（木）　
実施時間 実施場所
9:30 ～    9:40 第１倉園橋
9:50 ～ 10:00 旧八野局前
10:10 ～ 10:20 八野地区構造改善センター
10:30 ～ 10:40 池野公民館
10:50 ～ 11:00 上野製材所
11:10 ～ 11:20 小岩屋モータース
11:30 ～ 11:40 閏野商店前
13:10 ～ 13:30 上門公民館前
13:40 ～ 14:10 山宮神社
14:20 ～ 14:30 安良 高野商店前
14:40 ～ 15:00 労働金庫前
15:10 ～ 15:20 一丁田　大田食堂

10 月 15 日（金）
9:40 ～    9:50 旧四浦局前
10:10 ～ 10:30 農協田之浦事業所前
10:40 ～ 10:50 上田之浦山村センター
11:00 ～ 11:10 大越公民館
11:20 ～ 11:30 新村商店前
13:10 ～ 13:30 大性院大橋下
13:40 ～ 13:50 旧職業安定所
14:00 ～ 14:10 旧八坂神社跡
14:20 ～ 14:30 消防会館前
14:40 ～ 14:50 アピア前市営駐車場
15:00 ～ 15:15 香月地区公民館

松山地区
10 月 18 日（月）　　

実施時間 実施場所
9:30 ～ 10:00 新橋地区公民館
10:10 ～ 10:40 野久尾公民館
10:50 ～ 11:10 豊留公民館
11:20 ～ 11:40 川路公民館

10 月 19 日（火）
9:30 ～ 10:05 泰野地区公民館
10:15 ～ 10:30 内之野公民館
10:40 ～ 11:10 ふれあいセンター
11:20 ～ 11:40 草之瀬公民館

10 月 20 日（水）
9:30 ～ 10:00 尾野見地区公民館
10:10 ～ 10:30 宮下公民館
10:40 ～ 10:55 中村公民館
11:00 ～ 11:15 桃木公民館

有明地区
10 月 21 日（木）　　

実施時間 実施場所
9:30 ～ 10:00 飯野集会所
10:10 ～ 10:40 伊崎田青少年館
10:50 ～ 11:20 本村集会所
13:00 ～ 13:40 市役所下畜産指導センター
14:00 ～ 14:40 肆部合公民館
14:50 ～ 15:30 通山青少年館

10 月 22 日（金）
9:30 ～ 10:00 蓬原青少年館
10:10 ～ 10:40 農村研修センター
10:50 ～ 11:20 野神青少年館
13:00 ～ 13:40 山重青少年館
14:00 ～ 14:40 草野集会所
14:50 ～ 15:30 原田青少年館

2010.9 ■市報しぶし　10
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企画政策課　女性支援対策室
　女性支援相談室　9月 15 日新橋地区公民館、10 月 6日志布志支所（各 13:00 ～ 17:00）

　☎専用フリーダイヤル ０１２０- ７
な や む

８６- ０
お ご じ ょ

５４（月～金　8：30 ～ 17：00）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡ 474-1111（内線 250・255）

　女性支援推進会議（志布志Ｉプロジェクト協議会）では、
出会いを求める 30 ～ 40 歳代の男女を募集し、陶芸づくり
を通じて出会いをサポートするカップリングパーティーを
開催します。自然と気楽に！恥ずかしがりやさんや人見知
りぎみの方でも気軽に楽しめますよ♪

恋 活・カ ッ プ リ ン グ パ ー テ ィ ー
参 加 者 募 集 ！

～もっと気楽に、陶芸で手作りカップと幸せ♥をつくりませんか～

【団体名】　志布志地区更生保護女性会
【会員数】　24名
【代表者】　竹林　宣子（たけばやし　のぶこ）

　更生保護女性会は、女性の立場から、地域の非行や犯罪をな
くし、過ちを犯した人達の更正についての理解を深め、立ち直
りを支援することを目的とした、全国的な女性のボランティア
団体です。
■活動内容
　①子育て支援（学童保育での読み聞かせ、子どもとの交流）
　②社会を明るくする運動、薬物乱用防止キャンペーン等に参加
　③愛のパトロール（夏休み期間中の夜間パトロール）
　④刑務所など関係施設訪問
　志布志地区更生保護女性会は、全国のミニ集会モデル地区に
指定されており、子育て支援活動の場を広げております。より
良い街づくりのために、共に活動してくださる方の入会をお待
ちしています。

 

グループ紹介 

交流を楽しむ～こんなに素敵な農村～
◆今、農村に注目
　「心の豊かさ」が求められる時代、自然志向、安全性を求める時代といわれるようになってきました。
都市住民にとって、経済的な豊かさはある程度満たされたものの、身の回りの潤いの少ない生活環境に
気がつくとともに、精神的な豊かさへのあこがれが強くなってきたのではないでしょうか。
　農村は、農産物を生産するだけの場ではなく、都会とは違った豊かで、快適なくらしの場であり、楽
しい空間なのです。ただ、観光地をめぐり見学するだけでなく、自然や地元の人たちの中に飛び込んで、
｢田舎｣ の心地よさをからだ全体で感じる ････。こんな豊かな ｢時間｣ が求められているのです。
◆農村の魅力
　「自分たちの地域には何も自慢するものがない」と思ってはいないでしょうか。日頃何とも思っていな
いものが、都会の人から見ると宝物に見えるのです。農村には、豊かな自然やおいしい食べ物、人々の
温かい心 ････ 私たちを楽しませてくれる魅力がいっぱいあります。

グリーンツーリズムとは…
　「都市に生活する人が農山漁村の自然や文化に触れて、地域
の人たちと農業体験や自然観察、伝統文化を通じて交流を楽し
む活動」のことを言います。 

1. 食べる
求められるもの 自然の恵み 農村のくらし

新鮮・安全な食べ物
地域に伝わる料理
収穫体験
農産加工体験

山 菜 の 煮 物、 漬 物、
せごし料理、川えび
の 煮 付 け、 山 芋 汁、
しし汁、むかごめし、
なすのたたき　など

田 舎 寿 司、 鶏 め し、
酒 ず し、 山 椒 も ち、
よもぎもち、蒸し鯛、
塩納豆　など

2. 遊ぶ
求められるもの 自然の恵み 農村のくらし

自然の中での活動
スポーツ
レクリエーション

山 菜 と り、 川 遊 び、
草 花 遊 び、 魚 釣 り、
花 見、 ト ン ボ 採 り、
もみじ狩り、ハイキ
ング、サイクリング
など

竹馬遊び、竹とんぼ
遊び　など

4. やすらぐ
求められるもの 自然の恵み 農村のくらし

憩いとくつろぎ
癒し
自分さがし

メダカ、ホタル、れ
んげ、清流、月見、滝、
森林浴　など

囲炉裏、盆踊り、棚
田、民家、民話、民具、
史跡、神社　など

3. 学ぶ
求められるもの 自然の恵み 農村のくらし

食の知恵
体験学習
工芸品づくり

昆虫採集、星空観察、
野 草 観 察、 植 樹、 自
然観察　など

田 植 え、 収 穫 体 験、
茶 摘 み、 炭 焼 き、 神
楽 体 験、 餅 つ き、 干
し柿づくり、わら細
工、 竹 細 工、 リ ー ス
づくり、農産加工体
験　など

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.55

恋 活・カ ッ プ リ ン グ パ ー テ ィ ー 日 程
◆日　　時	 9 月 26 日（日）、10月 24 日（日）、31日（日）
	 	 13：30 ～ 17：00
◆場　　所	 開田の里（志布志市役所近く）
◆参加資格	 30 ～ 49 歳の独身男女
	 	 （結婚歴は問いません）
	 	 全 3 回の日程に参加できる人
◆参 加 費	 1,000 円
◆募集人数	 20 名（女性 10・男性 10）
◆募集締切	 9 月 17 日（金）
◆申 込 先	 企画政策課　男女共同参画係
	 Tel： 474-1111（内線 250・255）	 Fax： 474-2281
	 E-mail: kyoudousankaku@city.shibushi.lg.jp

◆◇◆お知らせ◆◇◆

男女共同参画市民講演会
日　時 	 1 1 月 6 日（土）　1 3：3 0 ～ 1 5：0 0
場　所 	 志布志市文化会館
講　師 	 水谷　謹人（みやざき中央新聞編集長）
★ 昨 年 の シ ン ポ ジ ウ ム 基 調 講 演 で 大 好 評 の 講 師 で す ‼
【前回参加者の声】	 ・水谷先生のお話しが面白く、もっと聞きたかったです。
	 	 	 	 ・前向きに生きようと元気が出ました。

グリーンツーリズムを始めてみませんか？
　グリーンツーリズムの主役は、市民の皆様です。興味はあるが、どうしたらいいのかわか
らない、個人あるいは地域で取り組みたい、話だけでも聞いてみたい方など、詳しいことに
つきましては、志布志市企画政策課（474-1111）までご連絡ください。

ｒｅｅｎ

ｏｕｒｉｓｍ

志布志市で

グリーンツーリズムを
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業
と
し
て
有
明
町
に
て
創
業
。
そ
の
後

平
成
11
年
1
月
に
株
式
会
社
と
な
り
、

現
在
で
は
リ
ー
フ
茶
、
ド
リ
ン
ク
用
原

料
、
碾
茶
製
造
を
経
営
の
柱
と
し
、
販

売
実
績
を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
特
色
と
し
て
、
県
茶
市
場
か
ら

の
仕
入
れ
の
他
に
、
ド
リ
ン
ク
用
原
料
と

生
葉
の
契
約
栽
培
、
リ
ー
フ
茶
の
長
年
信

頼
関
係
を
築
い
て
き
た
地
元
荒
茶
生
産
工

場
と
の
直
接
取
引
が
あ
り
ま
す
。
信
頼
で

き
る
生
産
家
と
の
取
引
に
よ
り
、
顧
客
の

欲
し
い
茶
葉
を
確
保
で
き
る
ほ
か
、
生
産

農
家
の
安
定
経
営
に
繋
が
り
、
安
心
し
て

生
産
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

相
場
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
る
と
、

良
い
お
茶
を
作
っ
て
も
評
価
さ
れ
な
い

と
い
う
厳
し
い
現
実
が
あ
る
茶
業
に
お

い
て
、
加
工
施
設
へ
の
投
資
が
最
小
限

と
な
る
ド
リ
ン
ク
用
茶
葉
の
契
約
栽
培

や
生
葉
受
け
入
れ
は
、
生
産
家
に
と
っ

て
茶
畑
を
広
げ
、
収
入
増
を
見
込
め
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

社
長
に
同
社
の
自
慢
は
と
聞
い
た

所
、
全
社
員
が
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
と

の
事
。
お
茶
が
香
り
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な

商
品
と
い
う
理
由
だ
け
で
な
く
、
社
員

の
健
康
と
製
品
の
品
質
向
上
が
目
的
で

始
め
、
全
社
員
に
禁
煙
手
当
を
支
給
し

て
い
る
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
診

断
に
も
力
を
入
れ
、
社
員
の
福
祉
向
上

に
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
事
で
し

た
。

　

運
用
面
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
と

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取
得
し
て
製

品
の
品
質
向
上
と
衛
生
環
境
改
善
に

取
り
組
み
、
消
費
者
の
立
場
に
た
っ

た
お
茶
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
㈱
伊
藤
園
の
協
力
会
社
と
し
て
、

原
料
茶
葉
を
供
給
し
て
お
り
、
常
に

良
質
の
製
品
を
届
け
て
い
る
た
め
、

信
頼
は
絶
大
で
す
。

　

抹
茶
の
原
料
と
な
る
碾
茶
製
造
工
場

が
今
年
6
月
に
操
業
を
開
始
し
、
新
分

野
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
る
全
国

で
も
有
数
の
会
社
で
す
。
碾
茶
は
、
主

に
抹
茶
の
原
料
と
な
り
、
近
年
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
、
各
種
ド
リ
ン
ク
や
ケ
ー
キ

の
材
料
等
の
食
材
と
し
て
世
界
各
国
で

需
要
が
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
製

造
工
場
は
少
な
く
、
供
給
面
の
充
実
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
や
抹
茶
は
お
手

前
と
し
て
飲
ま
れ
る
の
は
わ
ず
か
5
％

で
、
95
％
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
等
の
原
料
に
な
っ
て
い
る

と
い
い
ま
す
。
新
工
場
は
最
新
鋭
の
設

備
を
備
え
、
碾
茶
に
な
る
前
の
荒
茶
か

ら
仕
上
げ
ま
で
の
一
貫
生
産
を
行
う
事

で
、
高
品
質
・
低
コ
ス
ト
の
碾
茶
の
生

産
を
実
現
し
、
食
品
会
社
等
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
次
の
世
代
へ
の
事
業
継
承
を

課
題
と
し
、
ま
た

目
標
と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

に
よ
る
製
品
の
通

信
販
売
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、

無
農
薬
、
有
機
栽

培
、
生
産
者
の
顔

が
見
え
る
製
品
作

り
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
、
社
長
と

専
務
か
ら
熱
い
思

い
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

株式会社　堀口園
●設　　立　昭和62年３月
●所 在 地 　有明町蓬原786番地　℡ 475-2182
●事業内容　�茶生産・加工(リーフ茶、碾茶)、販売業
●従業員数　15人

志布志企業訪問
vol.24

株
式
会
社　

堀
口
園

　

碾て
ん
ち
ゃ茶
工
場
を
新
設
し
新
た
な
挑
戦
へ

鉄矢さんにいただいた作品の数々。本庁内の窓口に展示していますので、お立寄りの際はぜひご覧ください。

　

今
回
ご
紹
介
す
る

鉄
矢
さ
ん
は
、
貝
殻

細
工
づ
く
り
を
趣
味

に
し
て
い
ま
す
。

　

妻
の
イ
ツ
さ
ん
と

二
人
で
農
業
を
営

み
、
若
い
頃
に
は
養

蚕
業
で
功
労
賞
の
受

賞
経
験
も
あ
る
鉄
矢

さ
ん
が
、
貝
殻
を
集

め
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
14
～
15
年
前
。

志
布
志
町
夏
井
で
貝

殻
の
瓶
詰
め
を
作
っ

て
い
る
方
が
い
て
、

そ
の
作
品
を
イ
ツ
さ
ん
が「
キ
レ
イ
」と
言
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ご
夫
婦
で
も
作
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
酒
の
大
瓶
に
色
彩
豊
か
に
敷
き
詰
め
ら
れ

た
貝
殻
の
瓶
詰
め
は
、
娘
さ
ん
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、
日
南
や
都
井
、
佐

多
な
ど
、
遠
く
ま
で
足
を
運
ん
で
貝
殻
を
集
め

て
作
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
数
約
千
本
。
一
部
は

人
に
あ
げ
た
り
も
し
な
が
ら
、
現
在
も
自
宅
の

棚
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
緒
に
貝

殻
集
め
を
楽
し
ん
だ
イ
ツ
さ
ん
が
10
年
前
に
他

界
。
そ
の
後
は
瓶
詰
め
も
作
ら
な
く
な
り
、
５

年
前
に
は
農
業
の
出
荷
を
や
め
て
、
寂
し
い
一

人
暮
ら
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
３
年
前
、
垂
水
市
で

貝
殻
細
工
を
作
る
方
と
知
り
合
っ
た
事
を

き
っ
か
け
に
、
再
び
貝
殻
集
め
を
始
め
、
ご

自
分
で
も
作
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

貝
殻
を
蝋
で
接
着
し
、
子
ど
も
や
犬
、
タ

ヌ
キ
、
河
童
な
ど
を
作
り
、
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
て
小
さ
な
ケ
ー
ス
に
並
べ
、
一
つ
の

作
品
が
で
き
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
素
朴
で
温

か
み
が
あ
り
、
見
て
い
る
と
緩
や
か
な
気
持

ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
あ
く
ま
で
趣
味
で

作
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
が
、
時
々
依
頼

さ
れ
て
作
品
を
作
っ
た
り
、
近
所
の
人
や
子

ど
も
達
に
教
え
る
事
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
こ
の
位
な
ら
誰
で
も
す
ぐ
で
き
る
。
特
に

女
性
は
作
る
の
が
上
手
い
よ
」
と
控
え
め
に
語

る
鉄
矢
さ
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
上
手
に
作
れ

る
の
は
鉄
矢
さ
ん
の
下
準
備
が
あ
れ
ば
こ
そ
。

朝
採
り
に
行
っ
て
も
午
前
中
い
っ
ぱ
い
は
掛
か

る
と
い
う
貝
殻
拾
い
で
も
重
労
働
で
す
が
、
集

め
た
貝
殻
を
洗
浄
し
、
さ
ら
に
大
き
さ
や
形

で
細
か
く
分
類
し
て
ケ
ー
ス
に
保
管
し
て
い
ま

す
。
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
も
大
小
均
一
に
作
品
を

作
り
、
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
の
は
、
そ
う
し

た
鉄
矢
さ
ん
の
手
間
暇
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
ま

た
、
そ
う
し
た
細
や
か
な
作
業
も
含
め
、
作
品

作
り
や
新
聞
を
読
む
時
も
、
御
歳
81
歳
な
が
ら

老
眼
鏡
を
使
わ
な
い
と
い
う
視
力
に
も
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

貝
殻
細
工
の
他
に
も
、
育
て
た
野
菜
を

配
っ
た
り
、
た
く
あ
ん
に
し
て
人
に
あ
げ
る

な
ど
、
ご
自
分
が
手
間
暇
掛
け
た
も
の
で
人

が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
何
よ
り
楽
し
み
し

て
い
る
鉄
矢
さ
ん
。
今
で
も
作
る
の
に
十
分

な
量
の
貝
殻
が
作
業
場
に
は
あ
り
ま
す
が
、

何
時
、何
人
来
て
も
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
、

月
に
４
回
は
海
岸
へ
出
掛
け
て
貝
殻
を
集
め

て
い
ま
す
。「
作
り
た
い
方
は
、
ど
な
た
で

も
ど
う
ぞ
。」
と
、
皆
さ
ん
が
遊
び
に
来
る

の
を
待
っ
て
い
ま
す
。

Vol43.　鉄矢さん（81 歳）

志布志湾で採った貝殻で細工を作っています。

９月 11 日は「警察相談の日」
～知ってますか？警察相談♯９１１０～

　警察は、次の相談に応じています。
　●犯罪等による被害の未然防止に関する相談	 	 ●県民の安全と平穏に関する相談
◆相談窓口
●警察総合相談電話…♯９１１０（099-254-9110）　または最寄りの警察署警察安全相談係
◆専門相談窓口
●悪質商法に関すること・・・・・・・	099-258-7940	 ●性犯罪被害に関すること・・・・・・	099-206-7867
　（悪質商法相談窓口）	 	 	 	 	 　（性犯罪被害 110 番）
●少年の悩み事やいじめ、非行・・・・	099-252-7867	 ●暴力団・薬物・けん銃に関すること…099-255-0110
　（ヤングテレホン）	 	 	 	 	 　（企業対象暴力相談電話）

悩むより　かけて安心　♯９１１０番
◆他機関窓口
　主な窓口

相 談 窓 口 電話番号 相 談 内 容
法テラス（日本司法支援センター） 0570-07-8374 法的トラブルに関すること
県消費生活センター 099-224-0999 消費生活に関すること
県女性相談センター 099-222-1467 婦人の悩みに関すること
県交通事故相談所 099-286-2526 交通事故に関すること
鹿児島労働局総合労働センター 099-223-8239 労働問題に関すること
日本貸金業協会鹿児島支部 0570-051-051 金融に関すること

相談窓口

６月から稼働した碾茶工場

茶葉を焙る巨大な炉

※県警電子メールアドレス…police@po.pref.kagoshima.jp、携帯専用URL…http://mobile.pref.kagoshima.jp/



畑かん散水器具実演会を開催‼
　８月５日（有明町伊﨑田地区）、６日（有
明町野神地区）、26 日（松山町松山中、論田地区）、
27 日（志布志町馬見ケ塚、東横尾下地区）の４日間
に渡り、志布志市畑かん営農推進本部主催による参
加者・各関係機関を含め約 140 名の参加により畑か
ん散水器具実演会を開催しました。

若
葉
会
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
決
定
し
ま
し
た
！

　

こ
の
た
び
、
若
葉
会
創
立
40
周
年
記
念

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
市
広
報
及
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
１
２
０
名
（
１
２
４
点
）
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ
い

た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
の

中
か
ら
若
葉
会
全
員
で
選
考
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
結
果
、
群
馬
県
の
小
山
さ
ん

の
作
品
「
わ
か
ば
ち
ゃ
ん
」
を
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
採
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
「
わ
か
ば
ち
ゃ
ん
」
を
若

葉
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
様
々
な
形

で
活
用
し
、
皆
様
に
末
永
く
愛
さ
れ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
作
品
説
明

　

お
茶
の
新
芽
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
髪
型

と
、
お
茶
色
の
着
物
で
、
み
ん
な
に
緑
茶

を
勧
め
て
く
れ
る
、
可
愛
く
元
気
な
女
の

子
で
す
。

わかばちゃん

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

新
保
さ
ん
は
、
消
費
者
の
食
の
安
全
へ
の
意

識
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
６
年

に
有
志
13
名
で
大
野
原
有
機
農
業
研
究
会
を
立

ち
上
げ
、
曽
於
地
域
で
最
も
早
く
水
稲
の
減
農

薬
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

完
熟
た
い
肥
に
よ
る
土
づ
く
り
を
進
め
、

３
年
目
か
ら
は
無
農
薬
で
の
栽
培
を
開
始
、

14
年
に
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
す
ぐ
に
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
も
取
得

し
、
無
化
学
肥
料
、
無
農
薬
栽
培
を
現
在
ま

で
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
14

年
に
は
「
全
国
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
。
17
年
に
は
水
稲
で
は
県
内
で
初
め
て
の

「
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
」
を
取
得

し
て
い
ま
す
。

次
の
世
代
の
た
め
に

　

こ
の
よ
う
な
農
業
者
と
し
て
経
営
す
る
傍

ら
、
新
保
さ
ん
は
指
導
農
業
士
と
し
て
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
学
生
、
社
会
人
を
研
修
生
と
し
て

受
け
入
れ
て
お
り
、
次
代
を
担
う
方
々
の
育
成

に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
就

農
さ
れ
る
方
、
他
の
分
野
に
就
職
す
る
方
な
ど

様
々
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
中
の
一
人
は
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
活
動
で
パ
ナ
マ

に
渡
っ
て
米
づ
く
り
を
指
導
し
て
お
り
、
今
で

も
手
紙
が
く
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
制
度
の
ス
タ
ー

ト
時
か
ら
県
の
認
証
機
関
で
あ
る
鹿
児
島
県

有
機
農
業
協
会
に
お
い
て
、
検
査
員
も
さ
れ

て
お
り
、
書
類
の
審
査
や
現
地
確
認
で
県
内

外
の
有
機
農
家
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
子
供
た
ち
に
安
心
・
安
全
な
米
や

野
菜
を
食
べ
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

平
成
17
年
か
ら
学
校
給
食
へ
も
食
材
を
供
給

し
て
い
ま
す
。「
あ
ま
り
儲
か
ら
ん
と
お
な

あ
。」
と
言
い
な
が
ら
、
現
在
で
は
、
松
山
町

内
の
小
・
中
学
校
分
は
大
部
分
、
志
布
志
、

有
明
分
も
一
部
を
賄
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
で
田

植
え
や
稲
刈
り
体
験
を
都
市
部（
鹿
児
島
市
）

の
人
々
を
招
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
通
じ
て
多
岐
に
渡
っ
て
活
躍
さ
れ

る
新
保
さ
ん
。
今
後
も
体
力
の
続
く
限
り
農

業
を
続
け
た
い
と
話
し
ま
す
が
、
年
も
と
っ

て
き
た
の
で
「
で
き
れ
ば
、
孫
が
後
を
継
い

で
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
が
。」
と
、
お
孫
さ

ん
に
期
待
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

新保　重
し げ み

美さん（69 歳）

 

ダム

ＦＰ

ファームポンド

幹線水路 支線水路
給水栓

農家負担はありません

散水器具

スプリンクラー
等設置には農家
負担があります

この部分について
実演会を開催

散水器具設置を申込みされる場合は、次の期日までに‼
●曽於東部地区（松山町・志布志町）　―　平成 23 年３月末日まで
●曽於南部地区（有明町）　　　　　　―　平成 24 年３月末日まで
※（伊﨑田及び野井倉、蓬原の一部は、平成 25年３月末日まで）
　申込み等につきましては、下記お知らせをご参照ください。

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

水
利
用
推
進
に
伴
う
戸
別
訪
問
の
ご

協
力
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
畑
か
ん
の
水
利
用
に
よ
る
営

農
推
進
の
た
め
、
松
山
地
区
及
び
志
布
志

地
区
の
曽
於
東
部
地
区
を
重
点
地
区
と
し

て
設
定
し
、
9
月
か
ら
昨
年
同
様
に
水
利

用
推
進
の
た
め
戸
別
訪
問
を
計
画
中
で
す
。

　

今
回
の
推
進
も
、
認
定
農
業
者
等
の
担

い
手
を
中
心
に
、

①�

農
家
の
現
状
把
握
と
今
後
の
水
利
用
意

向
等
調
査

②�

散
水
器
材
の
説
明
、
作
物
実
証
結
果
の

説
明

③�

農
用
地
利
用
拡
大
に
伴
う
利
用
権
設
定

の
お
願
い　

等
を
行
い
ま
す
。

　

県
畑
か
ん
セ
ン
タ
ー
、
市
、
JA
、
土
地

改
良
区
の
職
員
が
認
定
農
業
者
等
の
皆
様

の
お
宅
を
戸
別
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
農
政
課
畑
か
ん
推
進
室　

　
　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１　

　
　
　
　
　
（
内
線
４
１
０
、４
３
１
）

　

志
布
志
支
所
産
業
振
興
室　

　
　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１

　

松
山
支
所
産
業
振
興
室　

　
　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１

　

曽
於
南
部
土
地
改
良
区

　
　

℡
４
７
1
―
０
１
７
１

　

曽
於
東
部
土
地
改
良
区　

　
　

℡
４
８
７
―
２
９
８
６

　

県
畑
か
ん
セ
ン
タ
ー
畑
か
ん
営
農
推
進
係

　
　

℡
４
８
２
―
２
５
４
７

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
開
始
に
つ
い
て

　

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
（
米
穀
等
の

取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情

報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律
）が
制
定
さ
れ
、

10
月
か
ら
米
、
米
加
工
品
の
生
産
者
、
加

工
・
製
造
業
者
、
流
通
業
者
、
小
売
業
者
、

外
食
店
で
の
取
引
な
ど
の
記
録
の
作
成
・

保
存
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
７
月
か
ら
は
、
一
般

業
者
へ
の
産
地
情
報
伝
達
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
す
。

■
対
象
品
目

　

�

米
穀
（
玄
米
・
精
米
な
ど
）、
米
粉
や

米
麹
な
ど
の
中
間
原
材
料
、
米
飯
類
、

も
ち
、
だ
ん
ご
、
米
菓
、
清
酒
、
単
式

蒸
留
焼
酎
、
み
り
ん

■
対
象
事
業
者

　

�

生
産
者
を
含
め
、対
象
品
目
と
な
る
米
・

米
加
工
品
の
販
売
、
輸
入
、
加
工
、
製

造
ま
た
は
提
供
の
事
業
（
飲
食
業
）
を

行
う
す
べ
て
の
事
業
者

　

制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

九
州
農
政
局
鹿
児
島
農
政
事
務
所
計
画
課

　

℡
０
９
９
―
２
２
２
―
０
１
２
１

　

Fax
０
９
９
―
２
２
３
―
５
４
４
６

　

今
回
か
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 　

第
１
回
目
は
、
志
布
志
市
内
の
有
機
農
業

者
９
名
で
結
成
さ
れ
た
、「
志
布
志
市
有
機
部

会
」
の
部
会
長
で
あ
る
新
保
重
美
さ
ん
に
話

を
伺
い
ま
し
た
。

◆経営の概要
　松山町尾野見大野原
　　水稲　3.2ha�（有機米、特別栽培米、黒米など）
　　有機野菜 1.1ha　　生産牛　10 頭

消費者と、田植え体験を通じて交流

新保さんが取り組むアイガモ農法

2010.9 ■市報しぶし　1617　市報しぶし■ 2010.9

無
農
薬
栽
培
へ
の
こ
だ
わ
り

―
新
連
載
―

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
へ

～
耕

た
が
や
し
び
と人

～

暑い中、熱心に説明を聞いていました



■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　　　　　　　　志布志市生涯学習センター　 ℡ 472-3050

志
布
志
市
文
化
会
館

　
　
　
　
　

改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　

現
在
ホ
ー
ル
棟
空
調
設
備
改
修
工
事
及

び
ホ
ー
ル
棟
便
所
改
修
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
工
事
期
間　

　
　

8
月
上
旬
か
ら
年
11
月
上
旬
ま
で

■
施
設
利
用　

ホ
ー
ル　

　

9
月
上
旬
～
11
月
上
旬　

使
用
不
可

　

※
会
議
室
及
び
和
室
等　

使
用
可

　

施
設
ご
利
用
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
の
案
内

■
日　

時　

10
月
６
日
～
11
月
24
日

　

毎
週
水
曜
日　

午
後
7
時
～
9
時

　

※
11
月
３
日
は
除
き
ま
す

■
場
所　

有
明
総
合
体
育
館

■
参 

加 

料　

１
，０
０
０
円（
保
険
料
込
み
）

■
そ 

の 

他　

ラ
ケ
ッ
ト
持
参

■
募
集
人
員　

約
50
名
程
度（
18
歳
以
上
）

■
申
込
期
日　

９
月
13
日
～
９
月
30
日

■
申 

込 

先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
３
３
２
）

有
明
・
松
山
教
育
分
室
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

※
日
時
、
募
集
人
員
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

二
十
七
歳
の
時
だ
っ
た
。

　

上
野
駅
の
構
内
で
ヤ
ク
ザ
風
の
男
三
人
と
喧

嘩
に
な
り
、
怖
く
な
っ
た
私
は
ウ
ィ
ス
キ
ー
瓶

を
割
り
、
抵
抗
し
、
相
手
の
顔
や
手
を
傷
つ
け

て
し
ま
っ
た
。
現
行
犯
で
逮
捕
さ
れ
た
。

　

初
め
て
入
っ
た
留
置
場
に
戸
惑
っ
た
。

　

あ
る
日
、
歯
が
痛
み
薬
を
お
願
い
し
た
が
何

回
言
っ
て
も
「
駄
目
だ
！
」
と
断
わ
ら
れ
た
。

我
慢
出
来
ず
違
う
担
当
さ
ん
に
お
願
い
し
た
ら

「
今
持
っ
て
来
て
あ
げ
る
か
ら
待
っ
て
て
く
だ

さ
い
ね
」

と
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
薬
と
水
を
持
っ
て
来

て
、

「
ま
た
、
痛
ん
だ
ら
私
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

歯
痛
は
眠
れ
な
い
も
ん
ね
」

と
の
優
し
い
言
葉
に
涙
を
流
し
な
が
ら

「
お
願
い
で
す
。
名
ま
え
を
教
え
て
下
さ
い
」

と
言
う
と
、

「
中
村
で
す
」
と
答
え
て
く
れ
た
。

　

そ
の
夜
は
人
の
情
が
う
れ
し
く
て
眠
れ
な

か
っ
た
。

　

そ
し
て
二
ケ
月
過
ぎ
て
釈
放
さ
れ
た
。
そ
の

日
の
う
ち
に
果
物
と
ビ
ー
ル
券
を
持
っ
て
お
礼

に
行
く
と
中
村
さ
ん
は
逆
に
深
々
と
礼
を
言
い

「
お
祝
い
に
今
度
一
杯
飲
み
ま
せ
ん
か
？
」

と
言
っ
て
く
れ
た
。
こ
ん
な
警
察
官
が
い
る
の

か
と
、
涙
が
出
た
。

　

そ
の
後
犯
罪
者
と
警
察
官
の
酒
飲
み
。
中
村

さ
ん
は
、
私
と
同
じ
く
ら
い
の
歳
の
好
青
年

だ
っ
た
。
情
に
甘
え
、
童
話
に
で
て
く
る
よ
う

な
子
供
と
の
楽
し
か
っ
た
日
々
、
そ
れ
を
酒
が

原
因
で
別
れ
た
こ
と
を
話
し
た
。
す
る
と
、

「
今
晩
の
夜
行
で
帰
っ
て
や
り
直
し
な
さ
い
」

「
は
い
、
で
も
汽
車
賃
が
足
り
な
い
の
で
少
し

は
働
い
て
か
ら
帰
り
ま
す
」

と
言
っ
て
か
ら
少
し
飲
ん
で
、
タ
ク
シ
ー
で
上

野
駅
の
方
に
向
か
っ
た
。

「
こ
れ
、私
の
住
所
だ
。
頑
張
れ
よ
、お
や
す
み
」

　

去
っ
て
行
く
車
に
頭
を
下
げ
、
見
送
っ
た
。

　

渡
さ
れ
た
紙
を
開
く
と
そ
れ
は
二
万
円
だ
っ

た
。

「
今
夜
帰
り
な
さ
い
。
酒
に
は
気
を
つ
け
て
」

　

住
所
は
無
か
っ
た
。
溢
れ
出
る
涙
の
ま
ま
秋

田
行
き
に
急
い
だ
。
妻
と
子
供
の
笑
顔
が
フ

ラ
ッ
シ
ュ
を
浴
び
た
よ
う
に
映
っ
た
。

　

汽
笛
は
「
出
発
だ
！
」
と
鳴
っ
た
。
や
り
直

し
の
人
生
は
レ
ー
ル
の
上
を
走
り
出
し
た
。

　

窓
に
映
る
大
都
会
の
ネ
オ
ン
が
赤
々
と
輝

き
、
希
望
に
燃
え
る
初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
て
い

た
。

第
１
回
志
布
志
市
「
志
」
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
紹
介

審
査
員
特
別
賞

　
　
　
「
留
置
場
の
中
の
人
情
」

佐
藤  

健
さ
ん
（
61
歳　

Ｇ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー　

秋
田
県
）

志
エ
ッ
セ
イ
は
志
布
志
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

（http://m
anabiya.m

ain.jp/

）
で
も
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

挿絵：野呂　千鶴子さん
（生涯学習講座、日本画講師）

これからの
	 創年市民大学カリキュラム
日　時 講義内容及び講師

9月18日（土）
15：00～

地域好学・人間好学　
心のふるさと大慈寺と薩摩琵琶の夕べ
　大慈寺住職　石田　恵一
　薩摩琵琶奏者　桜井　亜木子

10月６日（水）
18：30～

公開講座・生涯学習まちづくり講演
会・人権教育講演会・市Ｐ連の集い
人生は一番じゃなくていい
～生まれてきてくれてありがとう～
　熊本市議会議員
　元オリンピック選手　松野　明美

10月20日（水）
18：50～

地域好学・人間好学　
さかな前線　南から
　佐伯市　
　男の港活性化委員会　土井　克也

11月10日（水）
18：50～

地域好学・人間好学
「志」エッセイから生まれたもの
　まごころ文芸コンクール
　仕掛け人　大重　兼一

途中入学大歓迎です！
■問い合わせ先　創年市民大学事務局　℡ 472-3050
※プログラムは諸事情により変更されることがあ
　ります。

野呂 千鶴子「原画展」
９/９～９/30（文化会館）
入賞作品集に掲載した挿絵 27点の
原画展を開催します。（入場無料）

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

教育委員会情報ネット



平日は夜７時まで開館しています！
　市立図書館の本館では、平日（火曜日から金曜日）の開館時間を朝９時から夜７時までとして、
１時間延長しています！皆様のご来館をお待ちしています。

図 書 館

情

報
■�休館日（本館及び各分館・移動
図書館車の全てが休みになり
ます）

○ かみふうせん（お話し会）	 14 時〜
○ 本館お話し会（読み聞かせ会）	 14 時～

新刊案内
■�「人づきあいの教科書～若いビジネス・パーソン
のためのコミュニケーション・トレーニング～」

宮崎　聡子　著
　人づきあいは練習すれば、必
ずうまくなる！会社や仕事場な
どのビジネスにおいて、人との
関係を良くするにはどうしたら
いいかを具体的に解説。若いビ
ジネス・パーソンのための、コ
ミュニケーション・トレーニン
グの入門書。

■「誘拐犯の不思議」
二階堂　黎人　著

　10 ヶ月ほど前に起こった身
代金目的の誘拐事件。被害者は
無事救出され、事態は収束して
いるが、犯人はみつかっていな
い。捜査に乗り出した水乃サト
ルは、真犯人によって完璧に構
築されたアリバイの前に立ち尽
くすことに……。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「秋まんさい」

今月のテーマ図書
「おじいさん・おばあさん・
お月さま」

休館日カレンダー（本館）
September ９月

日 月 火 水 木 金 土
10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

October　10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

○

○

■問い合わせ先　志布志市立図書館 　Tel 472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

○

２０１０は 国 民 読 書 年 “ じゃぁ、読もう。”読書生活はじめませんか？

○

平成 22 年度第 5 回志布志市読書感想文・感想画コンクール作品募集中‼
※�詳細は、各保育園、幼稚園、学校を通じ、各家庭に配布済みの募集要項または、市報８月号をご覧ください。

おはなし会へ出かけよう！
本　　館　９月２５日（土）午後２時～
松山分館　９月１１日（土）午後２時～

有明分館　　９月１８日（土）午前１０時～
志布志分館　９月１８日（土）午前１０時３０分～
安楽分館　　９月１１日（土）午前１０時３０分～
香月分館　　９月２５日（土）午前１０時３０分～

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel 474-1111（内線 252・256）

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり
　共生・協働・自立のまちづくりを目指して

共生・協働・自立推進事業を募集します！
　市では、市民が輝く「共生・協働・自立のまちづくり」を目指して、地域づくり団体
やＮＰＯ等の市民団体、自治会等が地域の課題解決に向け自主的・継続的に取り組む公
益的な事業に対して補助金を交付しています。

「市民提案型共生・協働・自立モデル事業」の後期の募集が、９月１日から始まりますので、
市民の皆様に再度お知らせいたします。
市民提案型共生・協働・自立モデル事業
　本来行政が行うべき事業を、NPOや地域づくり団体、ボランティアグループ等の市
民グループが実施することにより、効果的で経済的な事業展開が見込まれる、特に公共
性の高い事業に対して補助金を交付します。

・交付額　　事業費の一部を助成（助成限度額 50 万円）
・条　件　　10 人以上の市民グループ
・決　定　　審査会を開催し、採択の可否を決定します。
・募集期間　９月１日（水）～ 10 月 29 日（金）まで

◆参　考
平成 21 年度に実施された事業

　なお、共生・協働・自立の社会づくりの担い手となりうる、市民グループの育成を目的とした、公益性のある事
業を助成の対象とする「共生・協働・自立の社会づくり担い手育成事業」は、随時募集を行っています。
　詳しくは、市役所企画政策課地域政策係（℡ 474-1111（内 252・256））までお問い合わせください。

事業名 事業概要 団体名

志布志市の映画館
「終着駅の映画館」事業	

市民が身近で映画館の映画を楽しみ、
お互いにふれあう場をつくるため、
志布志市内で「終着駅の映画館」を
開き、定期的に上映。

ＮＰＯ法人三方良
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５
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■
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・
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●
志
布
志
市
役
所　

企
画
政
策
課　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）　　

Fax
４
７
４
ー
２
２
８
１

●
松
山
支
所　

地
域
振
興
課　
　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
３
２
３
）

●
志
布
志
支
所　

地
域
振
興
課　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
５
５
）

（
※
昨
年
参
加
さ
れ
た
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

上海フェリー「蘇州号」助成ツアー

●応募資格
　市内在住の 18 歳以上
の人
●募集人員　7人（応募
多数の場合、抽選）

※大隅地域の各市町から計　50 人募集します。
●参加費用　46,800 円
※総額 73,800 円のうち 27,000 円を助成します。
※パスポート費用は含みません。
●募集期間　9月 13 日（月）～ 10 月８日（金）
●旅行日程　11 月 20 日（土）～ 24 日（水）
※全食事付き、観光付き（上海雑技団ほか）、
　４つ星ホテル利用
●抽選会（応募多数の場合）　
　　　　　10 月 18 日（月）14:00 ～
　　　　　本庁別館 2階会議室Ｃ

（4 泊 5 日）
「
蘇
州
号
」
助
成
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

平成 22 年度 移動図書館車（がんがらちゃん）巡回日程表
コース 巡 回 場 所 巡 回 時 間 曜　日 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月
Ａ 田之浦小学校 13:00 ～ 13:45 第2・4火曜日 12・26日 9・30日 14・22日 12.25日 8・22日 8・23日
Ｂ 田之浦中学校 13:10 ～ 13:50 第2・4水曜日 13・27日 10・24日 8・22日 12・26日 9・23日 9・23日
Ｃ 出 水 中 学 校 13:10 ～ 13:50 第2・4木曜日 14・28日 11・25日 9日 13・27日 10・24日 10・24日
Ｄ 森 山 小 学 校 13:00 ～ 13:45 第2・4金曜日 8・22日 12・26日 10・24日 14・28日 25日 11日
Ｅ 潤ケ野小学校 13:00 ～ 13:45 第1・3火曜日 5・19日 2・16日 7・21日 18日 1・15日 1・15日
Ｆ 八 野 小 学 校 13:00 ～ 13:45 第1・3金曜日 1・15日 5・19日 3・17日 21日 4・18日 4・18日

Ｇ 夏井集落
宝満住宅入口

10:00 ～ 10:30
10:40 ～ 11:10 第2・4土曜日 9・23日 13・27日 11・25日 8・22日 12・26日 12・26日

Ｈ
緑ケ浜団地前
海洋団地
関屋団地

10:00 ～ 10:30
10:40 ～ 11:00
11:05 ～ 11:20

第2・4日曜日 10・24日 14・28日 12・26日 9・23日 13・27日 13・27日

Ｉ ふれあい教室 11:30 ～ 12:00 第1・3木曜日 7・21日 4・18日 2・16日 20日 3・17日 3・17日
原田小学校 13:00 ～ 13:55 第1・3木曜日 7・21日 4・18日 2・16日 20日 3・17日 3・17日

Ｊ 一丁田集落 11:40 ～ 12:00 第1・3水曜日 6・20日 17日 1・15日 19日 2・16日 2・16日
山重小学校 13:10 ～ 13:55 第1・3水曜日 6・20日 17日 1・15日 19日 2・16日 2・16日

※ 巡回日程については、都合（悪天候等）により、変更になることがあります。
※ 図書館利用者カードは、市立図書館 ( 本館 ･分館）･移動図書館車で使用できます。
※図書の貸出しは、1人 10 冊までです。
※図書館 ( 本館 ･分館 ) で借りた本も移動図書館車で返却できます。

○



■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

「国際バルク戦略港湾」へ応募‼
　国際バルク戦略港湾に選定してもらうよう、８月３日に港
湾管理者である鹿児島県が志布志港を応募し、20日に第１
回目のプレゼンテーションが行われました。
●応募者の概要
　◆港湾管理者　　鹿児島県
　◆対象ユーザー　・志布志サイロ㈱　・全農サイロ㈱志布志支店
　　　　　　　　　・㈱上組志布志支店
　◆対象品目　　　穀物（とうもろこし）
★国際バルク戦略港湾（構想）とは？！
　バルクとは、梱包されていない貨物で、撒積（ばらづみ）貨物とも言われます。
　志布志港では、飼料用「とうもろこし」が対象となります。
　2014 年完成を目標にパナマ運河の拡張工事が進められており、とうもろこしを輸送する船舶が大型化すること
が予想され、また、近年、世界的な資源獲得競争が激化しています。
　以上のことから、大型船による一括大量輸送が可能となる港湾を「選択」し、「集中」的に整備することにより、
バルク貨物の安価かつ安定的な輸送を実現するための政策です。

★鹿児島県と宮崎県は日本有数の畜産王国 ( ※表１）
【肉類（肉用牛・豚肉・鶏肉）生産額・H20】
肉類の全国生産額約１.4 兆円のうち、鹿児島県と宮崎県で 27％を
占めています。

★�鹿児島県は、配合・混合飼料生産が日本一 ( ※表 2）
　配合・混合飼料の生産量 2,450 万トンのうち、415 万トン（全体
の 17％）を鹿児島県で生産しています。
　また、その飼料を、県内はもちろんのこと、宮崎県を中心とした
九州各県へ供給しています。

★志布志港は、H20 年飼料用原料「とうもろこし」の
取扱量（輸入・移出・移入）が、国内２位の 241 万ト
ン（全国の約 14％）

★志布志港が国際バルク戦略港湾に選定されることに
よるメリット
　国際バルク戦略港湾に選定されることで、
①とうもろこしの輸入価格　②配合飼料価格　
③牛・豚・鶏などの飼養経費　④食肉価格
の低減化が見込まれます。
　また、サイロ会社や飼料工場の業務拡大や、志布志港の整備に伴い、
雇用の拡大も見込まれます。

　志布志港や、志布志港内に立地している配合飼料コンビナートは、日本有数の畜産地帯であ
る南九州地域とは密接な関係がありますので、市民の皆様のご理解・ご協力をお願いします。

出典：生産農業所得統計

鹿児島（1位）
15％

宮崎（２位）
12％

北海道
7％

岩手
6％

茨城
4％

その他
56％

肉類（牛・豚・鶏）
生産額

全国 1.4 兆円

鹿児島（1位）
17％

茨城
16％

北海道
13％愛知

9％

青森
7％

その他
38％

配合・混合飼料
生産量

2,450 万トン

出典：流通飼料価格等実態調査

公 用 車 、 設 備 の 払 下 げ の ご 案 内
１、公用車の払い下げについて
　市が使用していた公用
車（トヨタクラウン）を
売却いたします。
●車両情報
・車名　
　　トヨタ　クラウン
・自動車登録番号　
　鹿児島３３ほ２９２６
・年式　平成９年式　・種別　普通　・用途　乗用
・自家用、事業用の別　自家用　・乗車定員　５人
・形状　箱型　・型式　Ｅ－ＪＺＳ１５５
・総排気量　2,990cc　走行距離　240,247km.
・車検　平成 22年５月 29日切れ
●車両等説明及び入札参加申込書等配布期間
　　日　時：10月４日（月）～ 10月８日（金）
　※開庁時間中に限る。（８時 30分～ 17時）
●入札・開札の日時及び場所
　　日　時：10月 25日（月）13時 30分～
　　場　所：志布志市役所本庁　別館 C会議室
２、分煙機の払い下げについて
　市が使用していた分煙機（計８台）を売却いたします。

●機械説明及び入札参加申込書等配布期間
　　日　時：10月４日（月）～ 10月８日（金）
　※開庁時間中に限る。（８時 30分～ 17時）
●入札・開札の日時及び場所
　　日　時：10月 25日（月）13時 30分～
　　場　所：志布志市役所本庁　別館 C会議室

■１、２共通事項
●売却の方法　一般競争入札
●入札参加資格
　　市内に住所を有し、在住している者
　　市内に本社・本店を置く法人
　　市税等に未納のない者
●受付場所　市役所本庁本館２階　財務課管財係
●その他
　受付をされないと、入札参加申込書等はお渡し出来ま
せんのでご了承ください。（入札にも参加できません）
■問い合わせ先
　財務課管財係　℡ 474-1111（内 243）

メーカー トルネックス トルネックス トルネックス 三菱 三菱
型式 MU-HS/12J CO － HS MU-LS/12J BS-C13C BS-T13C
取得年 H16 H15 H16 H13 H13
数量 １ １ ２ ３ １

※取得年は、市が購入した年を表しています。
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◎結核は過去の病気ではありません
　みなさんは、｢結核は過去の病気｣ というイメージをお持ちかもしれませんが、実は日本では現在でも新しく結核

にかかる方が年間約 25,000 人、結核で亡くなる方が年間約 2,000 人と、最も規模の大きな感染症の一つです。

　鹿児島県内の状況をみますと、１年間に結核にかかる人の数は増減を繰り返しており、過去の病気とは言えないのです。

　結核の初期症状は風邪とよく似ています。

　●せきが２週間以上おさまらない	 ●微熱やたん、倦怠感が続く	 ●血たんが出る		  ●胸に痛みがある

などの症状があるときは要注意です。早めに医療機関を受診してください。また、市町村や職場の健診を積極的に受診し、早期発見に

つとめましょう。

　結核の正しい知識と予防で、大切な未来を守りましょう。

◎複十字シール運動にご協力ください。
　複十字シール運動は「シール」を通して結核撲滅の意識を広めるとともに、結核やその他の胸部疾患をなくすための事業資金を集め

るために行われている募金活動です。

　募金はこのように役立てられます ( 一例 )
◆結核予防の広報や教育資材の作成
　結核予防会の広報誌や結核予防週間のポスターなどを、県内保健所や学校などの関係機関に配布

しています。特に、結核をわかりやすく解説した「結核の常識」は毎年ご好評をいただいています。

　また、作成した広報資材を毎年 9月の「全国一斉複十字シール運動キャンペーン」で配布し、結

核予防の普及啓発に努めています。

◆シール募金でできる国際貢献
　近年、シール募金が途上国の結核対策支援に使われる割合が増えてきました。フィリピン、ザン

ビア、ネパール等の結核対策に力を注いでいます。

　途上国では治療初期２か月の薬代が 1人当たり 1,000 円、治癒までの６か月が 2,000 円でまかなえます。

◆結核予防活動を応援します
　鹿児島県結核成人病予防婦人会は、県内各地で保健・福祉学習大会を開催し、結核についての正しい知識や予防の学習に取り組まれ

ています。

　各地区結核予防婦人会のご協力をいただき、検診受診率アップを図るため、結核・肺がん検診等の受診勧奨活動を行っています。

　結核は過去の病気ではありません！複十字シール運動にご協力をお願いします。

平成 21年度　複十字シール運動 ( 募金 ) 実績（財団法人結核予防会鹿児島県支部）

　Ⅰ　頒布数

　●大型シール (24 面郵送募金用 )： 693 部　●複十字シール	 大型シール (24 面組織募金用 )　 223 部、小型シール (6 面 )　18,474 部

　●複十字シール・封筒組合せ：13,361 部

　Ⅱ　募金総額	 7,077,740 円	 　Ⅲ　諸経費　　　3,436,475 円 ( 複十字シール・封筒・宣伝資材等の購入・製作費、通信運搬費 )

　Ⅳ　差引益金	 3,641,265 円 ( 普及啓発費、検診機器等整備費・積立、関係団体助成費、国際協力費 )

皆様のご芳志に心から感謝申し上げます

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

先
日
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
部

屋
で
熱
中
症
に
な
り
、
救
急
車
で
運
ば
れ

る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
身
寄
り

も
な
く
近
所
と
の
お
付
き
合
い
の
な
い
方

で
、
民
生
委
員
や
福
祉
係
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
の
見
守
り
が
あ
り
、
な
ん
と

か
今
回
の
発
見
と
な
り
ま
し
た
。
発
見
の

き
っ
か
け
は
玄
関
に
置
か
れ
た
数
日
分
の

新
聞
紙
で
し
た
。
今
回
は
命
に
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
が
数
日
遅
れ

て
い
た
ら
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
し
ま
す
。

　

今
回
は
民
生
委
員
等
の
見
守
り
が
あ
り

ま
し
た
が
、
誰
と
も
交
流
が
な
く
社
会
と

の
交
流
を
閉
ざ
し
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等
が
増

え
る
中
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
安
心
し
て
、
で
き
る
だ

け
自
分
の
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た

め
に
は
、
地
域
に
住
む
方
々
の
力
が
、
と
て

も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
に
住
む
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
を
い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
一
人
暮
ら
し
で
、
忘
れ
も
の

が
多
く
お
金
の
管
理
も
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
な
ん
と
か
自
分
で
生
活
さ
れ
て

い
ま
す
。
お
金
の
支
払
い
や
事
務
手
続
き

は
民
生
委
員
の
支
援
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
時
、
Ａ
さ
ん
の
隣
の
方
と
お
話
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

隣
の
方
は
、「
Ａ
さ
ん
は
、
何
度
も
同

じ
こ
と
を
尋
ね
た
り
、
忘
れ
る
こ
と
は
多

い
け
れ
ど
、
自
分
た
ち
も
い
つ
か
は
、
そ

う
な
る
と
思
い
で
き
る
支
援
は
し
て
、
見

守
り
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
さ
ま
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
さ
ん
は
一
人
暮
ら
し
で
近
く
に
身
よ

り
も
い
な
い
た
め
、
毎
日
、
家
の
門
を
開

け
て
近
所
の
方
に
、
元
気
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
せ
て
い
ま
す
。
午
前
中
に
門
が
閉

ま
っ
て
い
た
ら
家
に
入
っ
て
ほ
し
い
と
お

願
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

Ｃ
さ
ん
は
、
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
、

息
子
宅
に
電
話
を
し
て
安
否
を
知
ら
せ
て

い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
状
況
の
中
で
、
い
ろ
ん
な
方

が
生
活
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
元
気
で

い
る
こ
と
が
願
い
で
す
が
、
年
を
重
ね
る

と
難
し
く
な
り
ま
す
。
不
安
に
な
る
こ
と

も
多
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、
近
く

の
方
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
訪
ね
て

く
れ
た
り
、手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、見
守
っ

て
く
れ
る
人
が
い
る
と
、
安
心
す
る
と
思

い
ま
す
。「
お
互
い
さ
ま
だ
よ
ね
」
と
言

え
る
日
頃
か
ら
の
関
係
性
や
地
域
づ
く

り
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
Ｂ
さ
ん
Ｃ
さ
ん
の
よ
う
に

自
分
か
ら
安
否
を
知
ら
せ
る
こ
と

も
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
頃
か
ら
の
生
活
を
お
互
い
が

知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
変
化
に
気

づ
き
緊
急
時
に
備
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
訪
問
し
な
く
て
も
ど
ん

な
人
が
ど
う
い
う
状
況
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
も
見
守

り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、「
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
誰
か
に
相
談
し
た
り
、

公
的
機
関
（
市
役
所
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議

会
等
）
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
長
く
生
活

で
き
る
た
め
に
、「
お
互
い
さ
ま
」

で
で
き
る
こ
と
か
ら
初
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  Tel 474-1111　志布志支所福祉課   Tel 472-1111　松山支所市民課  Tel 487-2111

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
…

地
域
の
方
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
Ａ
さ
ん

日
頃
の
日
常
生
活
の
中
に
見
守
り

が
あ
る
！

自
分
か
ら
安
否
確
認
を
お
願
い
し

て
い
る
Ｂ
さ
ん
Ｃ
さ
ん

暮らしの不安…

※�８月に行った５歳児歯科健診
で、むし歯も処置歯もなかった
子どもたちです。

心
さねとも

与ちゃん 未
み く

來ちゃん 輝
き ら

羅ちゃん 隼
しゅん

ちゃん 花
かりん

凛ちゃん

花
はるな

名ちゃん 陽
はるな

菜ちゃん 太
たろう

朗ちゃん 美
みなみ

波ちゃん あいみちゃん
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～そのせき、結核ではありませんか？～
９月２４日から９月３０日は、結核予防週間です。

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成22年６月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２７０，５３２，９６２円
6月末国保加入者数 １１，５２５人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２３，４７４円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 １９，６３７円
個 人 負 担 額 ３，８３７円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆さん
が医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が
支払った医療費です。
　医療費総額の約84.0％を市（国保）が負担しています。

{

結核と闘う」「シールぼうや」



老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
し
た

い
方
の
た
め
に
、「
付
加
年
金
」

制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
方

（
自
営
業
な
ど
の
方
と
学
生
の
方
に
限
ら

れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
方
と
そ
の
被
扶

養
配
偶
者
の
方
は
除
か
れ
ま
す
）
が
、
20

歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、
月

額
１
万
５
１
０
０
円
（
平
成
22
年
度
価

格
）
の
保
険
料
を
納
め
る
と
、
65
歳
か
ら

79
万
２
１
０
０
円（
月
額
６
万
６
０
０
８
円
・

22
年
度
価
格
）
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
年
金
額
を
も
う
少
し
引
き
上
げ
た

い
方
に
は
、「
付
加
年
金
」
と
い
う
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額

　

付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
冒

頭
の
通
常
の
保
険
料
と
と
も
に
、
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
納
付
期
限
を
過
ぎ

る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
口
座
振

替
や
割
安
に
な
る
前
納
制
度
も
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
額
は
、「
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」
の
式
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年
間
（
60

カ
月
）
納
め
た
と
き
の
総
付
加
保
険
料
額

の
２
万
４
０
０
０
円
（
４
０
０
円
×
60
カ

月
）
に
対
し
、
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
の

額
は
年
額
１
万
２
０
０
０
円
（
２
０
０
円

×
60
カ
月
）
と
な
り
、
２
年
間
で
元
金
が

か
え
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
付
加
年
金
に
は
、
物
価
の
上

下
に
対
応
し
た
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
度
」

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
付
加
年
金

は
老
齢
基
礎
年
金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ

れ
る
た
め
、
繰
上
げ
支
給
ま
た
は
繰
下
げ

支
給
を
し
た
と
き
に
は
、
本
体
の
老
齢
基

礎
年
金
と
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た
は
増
額

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る

方
は
、
い
つ
で
も
任
意
の
と
き
に
申
し
出

て
、
そ
の
納
付
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
そ
の
場
合
で
も
掛
け
捨
て
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方
は

　

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方
は
、
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
１
号

被
保
険
者
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

②
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含
め
、

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
は
付
加
保

険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な
ど
、
国
民

年
金
の
任
意
加
入
者
の
方
も
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
国
民
年
金
基
金
の
加
入
員
に
な
っ
た
方

は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

付
加
保
険
料
の
手
続
き
や
相
談
は
、
市

役
所
年
金
係
ま
た
は
鹿
屋
年
金
事
務
所

（
℡
０
９
９
４
―
４
２
―
５
１
２
１
）
で

行
っ
て
い
ま
す
。

年
金
情
報

■Pension information

本
庁　
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）

　志布志市土地開発公社が造成を進めておりました大原地区
の分譲地がこのほど完成し、申し込み受け付けを開始します。

１　所　在	 志布志市志布志町志布志字宗妻 739 番
	 	 志布志市志布志町安楽字船迫 2759 番
２　分譲区画数　６区画（１区画 93 坪～ 123 坪）
　　１区画　361 万円～　431 万円
　　※上水道・排水路整備済み
３　立地条件
	 市道町原弓場尾線沿い、市庁志布志支所まで 2.7km
	 大隅交通ﾈｯﾄﾜｰｸ大原バス停まで 500m　
４　申込み期間
	 ９月 14 日～９月 24 日（期間終了後は随時受付）
５　申込み資格・条件
　　　①居住するための住宅を建築しようとする世帯
　　　②契約条件を確実に履行できるもの
　※詳細につきましては、下記へお問い合せください。

■申込・問い合わせ先
　　　志布志市土地開発公社（売主）
　　　　志布志市有明町野井倉 1756 番地
　　　　志布志市役所　別館２階
　　　　　　　　　　　℡ 099-474-2452

大 原 分 譲 地
分譲募集開始！

日当たり良好６区画限定！

　
　

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

口
蹄
疫
終
息
宣
言
に
寄
せ
て

　

８
月
27
日
、
宮
崎
県
知
事
に
よ
り
口
蹄

疫
の
終
息
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
志
布
志

港
を
取
り
巻
く
こ
の
地
域
は
、
農
業
に
元

気
が
な
け
れ
ば
商
業
も
元
気
が
な
い
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
4
月
20
日
に
同
県
で

発
生
し
た
口
蹄
疫
は
、
畜
産
農
家
は
当
然

の
事
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
ま
さ
に
事
件
と
も
言
え
る
出

来
事
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
て
口
蹄
疫
の

侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、農
業
、

建
設
業
、
商
工
業
、
地
域
団
体
な
ど
あ
ら

ゆ
る
方
々
が
消
毒
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
た
上
に
、
義
援
金
を
い
た
だ
く
な

ど
、
市
民
の
皆
様
方
が
一
致
団
結
し
て
こ

の
こ
と
に
対
し
理
解
、
防
疫
体
制
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
結
果
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
2
月
か
ら
市
長
と
し
て
2
期
目
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
が
、
１
期
目
の

ス
タ
ー
ト
直
後
に
も
、
今
回
の
よ
う
に
市

民
の
皆
様
方
が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん

だ
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、「
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
」
の
航
路
変
更
に
つ
い
て
で

す
。

　

平
成
18
年
に
、
志
布
志
港
か
ら
宮
崎
港

へ
の
航
路
変
更
の
話
が
会
社
側
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
際
、
合
併
直
後
に
も
関
わ
ら
ず
、

旧
3
町
の
垣
根
を
越
え
て
、
市
民
の
皆
様

方
が
航
路
維
持
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

今
回
の
事
件
と
重
ね
合
わ
せ
て
、
市
民
の

皆
様
の
結
束
力
、
底
力
の
す
ご
さ
を
改
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

口
蹄
疫
の
終
息
に
合
わ
せ
、
8
月
29
日

に
開
催
さ
れ
た
花
火
大
会
を
は
じ
め
、
延

期
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
次
々
に
計
画

さ
れ
、
ま
た
畜
産
業
に
お
い
て
は
セ
リ
市

が
再
開
さ
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
活
気
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
元
気
な
志
布

志
市
が
再
現
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆
様

と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
6
月
に
ウ
ミ
ガ

メ
の
放
流
・
育
成
に
長
年
取
り
組
ん
で
来

ら
れ
た
大
崎
町
の
大
和
隆
信
さ
ん
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
大
和
さ
ん
は
、

毎
朝
3
時
に
起
床
し
て
、
大
崎
町
横
瀬
の

海
岸
か
ら
志
布
志
町
の
す
ず
れ
ケ
浜
ま
で

ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
て
い
な
い
か
点
検
を

す
る
な
ど
、
そ
の
保
護
や
環
境
の
維
持
の

た
め
に
活
動
を
続
け
て
来
ら
れ
、
葬
儀
に

参
列
し
た
際
、
そ
う
し
た
話
を
お
聞
き
し

な
が
ら
、
長
年
に
わ
た
る
多
大
な
ご
尽
力

に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
当
に
惜
し
い
方
を
亡
く
し
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
遺
志
は
亀
ん
子
ク

ラ
ブ
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
に
引
き
継
が

れ
て
お
り
ま
す
。
8
月
8
日
に
は
ウ
ミ
ガ

メ
の
産
卵
や
孵
化
の
障
害
に
な
る
と
い
う

事
で
、
通
山
公
民
館
を
中
心
に
、
地
域
の

方
々
が
早
朝
か
ら
押
切
海
岸
の
清
掃
を

行
っ
た
そ
う
で
す
。市
が
目
指
し
て
い
る
、

『
循
環
・
環
境
』
へ
の
取
り
組
み
が
根
付

い
て
行
く
た
め
の
、
一
つ
の
大
き
な
活
動

と
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

住宅用火災警報器
　を設置しましょう

◎住警器の取付場所
住宅・共同住宅（県市町営・アパート）の就寝の用に供する居室（寝室）、寝室がある階の階段な
どに設置します。（煙式）

・平屋建ての場合 ・二階建ての場合

寝室のみの設置となるため、設置個
数は 1 個

１･ ２階に寝室がある時は、各寝室と階段踊
場の設置となるため、設置個数は３個

問い合わせ先
大隅曽於地区消防組合消防本部予防課
			   ℡ 099-482-5577
南部消防署		  ℡ 099-477-0119
市役所総務課消防防災係
			   ℡ 099-474-1111

※購入する際は、パッケージなど
の表示で『煙式』・『熱式』をご確
認ください。また、左の『ＮＳマー
ク』があるものを推奨します。

火災で重要なことは、早期発見です！！
　もし誰もいない部屋や就寝中に火災が発生したら、火災の発生に気づくのが遅れ、逃げ遅れる可能性もあります。
火災の発生をすばやく察知できれば、いち早く避難することができ、命が助かる可能性は高くなります。また、消
防への通報も早期に行えるので、周りの延焼拡大を防ぐこともできます。
　火災の発生をいち早く知り、火災から大切な生命を守るために、住宅用火災警報器（住警器）を設置しましょう。

平成 18 年 6月 1日付の消防法の改正により、全
国一律に住宅用火災警報器（住警器）の設置が義
務付けられました。平成 23年 5月末までに設置
することとされています。
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郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

　タツヱさん（88 歳）　　　　　　　　　志布志町安楽

　週に１回、デイサービスに通っているタツエさんの特技は、長年馴
れ親しんだソロバンです。

　幼いころから学校で習い、電卓よりも使いやすいと、長年営んできた商
店でも活躍したタツヱさんのソロバンは、やはり体にしっかりと馴染んでい

るようで、「面白いし、眠れない時にはちょうどいい。」とおっしゃるように、
３年前に商売を止められた後も練習を続けているそうです。
　ソロバンの割り算には独特の読み方があるそうで（ソロバン経験のない私が知
らないだけかも…）、その途中から忘れてしまって困っていたそうですが、お孫
さんからインターネットで調べてもらったおかげで思い出せたと、大変感謝して
いました。デイサービスの時には、職員の方に教える事もしているそうで、ご本
人もそれを楽しみにしています。
　ソロバンで鍛えているからか、指先が大変器用で、紙を折った小さな部品を組
み合わせた「鍋付け」を作るのが上手です。「まちの話題」でご紹介したボランティ
アまつりでも、お手製の鍋付けを多数出品していました。

　りり葉ちゃん（4歳）　
　もも葉ちゃん（2歳）　　　（有明町蓬原）
父　拓也さん　　母　絵理さん

　ちょっぴり甘えん坊で泣き虫、そして
とっても妹思いのりり葉。
　マイペースでおてんばなもも葉。
　たくさん遊んで、泣いて、いろんな事
を吸収して、のびのび大きく健やかに
育ってほしいです。
　　　　　　　　　　　　　（両親より）

　心
こころう

郎ちゃん（1歳）　　

	 	 	 　（志布志町志布志）
父　宏恭さん　母　久美子さん

　この春に鹿児島に引っ越してきました。
　豊かな自然の中で、たくさん遊んで、たく
さん笑って、たくさん泣いて、大きな心を育
んでください。
　ゆっくり、一歩ずつ大きくなっていこうね

( 両親より )

市
民
の
広
場

今
月
の
「
題
字
」

　

今
月
号
の
題
字
を
書
い
た
の
は
、
志
布

志
小
学
校
５
年
生
の
茉
由
さ
ん
で
す
。

　

１
年
生
か
ら
習
い
始
め
た
書
道
は
、
毛

筆
３
段
、
硬
筆
準
２
段
の
腕
前
。
最
初
の

頃
は
み
る
み
る
昇
級
し
て
楽
し
か
っ
た
そ

う
で
す
が
、
現
在
は
書
道
の
難
し
さ
を
味

わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。「
私
た
ち
と
は

字
の
見
方
が
違
う
」
と
お
母
様
が
話
す
よ

う
に
、
５
年
間
の
書
道
経
験
で
培
っ
た
目

と
こ
だ
わ
り
で
、
今
回
の
作
品
も
納
得
が

い
く
ま
で
何
度
も
書
き
直
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

書
道
の
他
に
も
、
ピ
ア
ノ
と
小
学
校
の

金
管
バ
ン
ド
で
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
を
練
習

し
て
い
る
茉
由
さ
ん
。
２
学
期
に
は
運
動

会
の
マ
ー
チ
ン
グ
や
、
12
月
に
開
催
予
定

の
合
奏
祭
が
あ
る
の
で
練
習
を
頑
張
り
た

い
と
、
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

何でも粘り強く頑張る茉由さん
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　お便りをくださった方の中から
抽選でひまわり券 5枚と、㈱川崎
農産から「新米こしひかり」３㎏
入を 5 人の方にプレゼントしま
す。（発表は発送をもってかえさ
せていただきます）

育 苗 か ら 田 植 え 、収 穫 、乾 燥 ま で 、
作 業 委 託 を 承 り ま す 。

尚志館高校
ココ

吹上庵

志布志
自動車学校

至　鹿屋至　志布志

R220

加治木
セメント

MGM

お問い合わせ
TEL	 099-473-0738
携帯	 090-8289-6854
代表取締役
　　　　　川崎　龍海

新米こしひかり販売中‼

㈱川崎農産

種類：３㎏、５㎏、１０㎏入り

　暑い日差しの中、太陽の光をたくさん浴
びて、今年も自信作の新米ができました‼
　手土産に、自宅用に…、つきたてのお米を
ご用意いたします。
ご用命の際は、事前にご一報ください。

　鈴
りんか

花ちゃん（5歳）　　恵
けいすけ

介ちゃん（3歳）

	 	 	 	 （松山町新橋）

父　崇光さん　　母　千代絵さん

　お手伝いが大好きで、世話好きな鈴花。
　昆虫が大好きでやんちゃ盛りの恵介。
　これからも仲良く、たくましく成長してね！
	 （両親より）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

読者プレゼント

　あゆみさん（志布志町志布志）　　　　　 　22 歳
勤務先：蓬原保育園
趣味：音楽鑑賞♪
休日の過ごし方
　買い物やドライブ。海へドライブに行くことがとても好きです‼
今のお仕事はどうですか？
　初めの頃は、子ども達との接し方が難しかったのですが、今では
一緒に勉強したり遊んだり、とても楽しいです。先生方も優しくて
毎日充実しています。
友人から一言（池田さん）
　何と言っても友情が篤い！どんな時にも味方でいてくれて周りを
元気にさせてくれる、かけがえのない存在だよね♡
　これからも仕事頑張ってね‼応援しているよっ♪



ペッ
ト
に
つい
て

　

市
報
８
月
号
で
、
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方

の
マ
ナ
ー
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
ま
し

た
。

　

先
日
、
夕
方
に
６
歳
の
子
ど
も
と
散

歩
を
し
て
い
た
ら
、
公
園
に
誰
も
い
な

か
っ
た
の
で
犬
を
放
し
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
大
き
な
黒
い
犬

で
、
子
ど
も
が
怖
が
る
と
追
い
か
け
て

肩
を
軽
く
噛
み
、
子
ど
も
は
大
泣
き
し

て
と
て
も
怖
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
大
丈
夫
か
な
？
と
思
う
事
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

犬
を
飼
う
方
は
、
犬
が
怖
い
人
も
い

る
、
危
険
な
時
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
て
、
人
が
い
な
い
所
で
も
絶
対

に
鎖
で
繋
い
で
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
39
歳
女
性
）

　
　
　

▼

　

お
子
さ
ん
に
怪
我
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
？
本
当
に
怖
い
思
い
を
さ
れ

て
、
こ
れ
で
犬
嫌
い
に
な
ら
な
け
れ
ば

い
い
の
で
す
が
…
。

　

犬
も
鎖
に
繋
が
れ
た
ま
ま
で
は
ス
ト

レ
ス
に
な
り
ま
す
し
、
広
々
と
し
た
場

所
で
思
い
切
り
遊
ば
せ
た
い
気
持
ち
も

わ
か
り
ま
す
が
、
や
は
り
色
ん
な
方
が

利
用
す
る
公
園
で
す
の
で
、
飼
い
主
の

方
は
も
し
も
の
事
を
考
え
て
ご
配
慮
く

だ
さ
い
。

う
れ
し
い
一
言

　

盆
過
ぎ
に
、
息
子
が
帰
っ
て
来
て
く

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
何
日
か
前
に
何
が
食
べ
た
い
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
冷
汁
に
チ
キ
ン
南

蛮
、
手
の
込
ん
だ
も
の
ば
か
り
で
す
。

冷
汁
は
擂
り
鉢
に
味
噌
を
塗
っ
て
焼
き

ま
す
し
、
チ
キ
ン
南
蛮
は
タ
ル
タ
ル

ソ
ー
ス
か
ら
手
作
り
で
す
。

　

そ
し
て
、
息
子
は
と
い
う
と
、
帰
っ

て
来
て
す
ぐ
に
食
事
で
は
な
く
出
か
け

し
ま
い
、
一
人
寂
し
く
夕
食
を
食
べ
る

私
で
す
。

　

し
か
し
次
の
日
、
チ
キ
ン
南
蛮
を
食

べ
な
が
ら
、「
や
っ
ぱ
り
お
ふ
く
ろ
の

味
は
南
蛮
で
し
ょ
う
」
と
、
な
ん
と
う

れ
し
い
事
を
言
っ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ

う
！
疲
れ
も
一
発
で
吹
っ
飛
び
ま
し

た
。
二
日
間
家
に
い
て
く
れ
て
、
飽
き

も
せ
ず
食
べ
て
く
れ
た
息
子
で
す
。

　

息
子
の
う
れ
し
い
一
言
で
、
ま
た
頑

張
っ
て
い
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
ク
ゥ
ー
59
歳
女
性
）

　
　
　

▼

　

料
理
を
食
べ
た
感
想
と
し
て
、
こ
れ

以
上
な
い
讃
辞
で
す
ね
。
手
間
を
掛
け

て
作
っ
た
分
、
そ
の
喜
び
も
ひ
と
し
お

で
し
ょ
う
。

　

私
も
、
食
べ
た
く
な
り
ま
し
た
…

志
布
志
に
帰
省
し
て
…

　

１
年
で
一
番
長
い
夏
休
み
、
そ
し
て

子
ど
も
た
ち
？
（
い
え
、
私
）
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
志
布
志
へ
の
帰
省
。

　

子
ど
も
た
ち
２
人
は
１
ヶ
月
、
私
は

10
日
間
で
し
た
が
、
毎
日
が
楽
し
く
、

子
ど
も
た
ち
よ
り
私
の
方
が
上
機
嫌
で

し
た
。

　

市
報
も
全
～
部
拝
読
い
た
し
ま
し

た
。
夏
野
菜
料
理
レ
シ
ピ
は
切
り
取
っ

て
い
た
だ
い
て
帰
り
ま
す
。

　

８
月
号
の
題
字
の
久
徳
さ
ん
と
同
じ

よ
う
に
、
母
が
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
が
好
き

で
す
。頭
の
体
操
に
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
志
布
志
の
御
在
所
岳
の
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　

36
歳
女
性
）

　
　
　

▼

　

御
在
所
岳
さ
ん
か
ら
は
よ
く
お
便
り

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
親
子
で

の
投
稿
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。
市
報
も

ご
愛
読
い
た
だ
い
て
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
記
事
を
ご
活
用
い

た
だ
け
て
、
私
も
原
稿
を
書
い
た
職
員

も
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

学
生
時
代
か
ら
長
い
間
、
他
所
で

暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
。

久
々
の
帰
省
と
い
う
の
は
、
や
は
り
う

れ
し
い
も
の
で
す
。
親
に
ち
ょ
っ
と
甘

え
て
み
た
り
し
て
、
子
ど
も
に
戻
っ
た

気
持
ち
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
？

　

来
年
も
帰
省
さ
れ
ま
し
た
ら
、
お
便

り
く
だ
さ
い
ね
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

※�読者プレゼントは掲載にかかわらず頂いたお便りから抽選でプレゼントを行っています。多くのお便りをお待ちし
ています。その際、一言で結構ですのでご意見等をいただければ幸いです。（今月は 6通のお便りをいただきました）

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

大
工
さ
ん
と
り
ど
り
道
具
の
す
ば
し
こ
さ
片
付
け
も
二
屯
車
に
屑
一
つ
無
き	

畑
山
み
つ
き

潰
れ
た
る
家
の
中
か
ら
聞
こ
え
く
る
助
け
を
求
む
少
女
の
さ
け
び	

福
元　
　

忍

口
蹄
疫
戦
々
恐
恐
こ
の
秋
に
こ
ん
度
は
豪
雨
の
集
中
被
害	

徳
田　

将
人

黄
の
色
に
花
を
開
き
て
節
ご
と
に
鼻
提
灯
や
と
げ
と
げ
胡
瓜	

矢
野　

む
つ

よ
み
が
え
る
白
砂
青
松
の
町
お
こ
し
有
志
ら
自
前
の
ブ
ル
に
て
拓
く	

野
口　
　

嵐

病
室
に
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
香
り
た
ち
人
恋
し
さ
の
募
る
夕
暮
れ	

澤
津
川
頼
子

優
勝
に
父
兄
共
々
わ
き
た
ち
て
女
高
剣
士
の
笑
顔
の
涙	

萩　
　

幸
子

人
柱
立
た
ぬ
と
止
ま
ぬ
長
梅
雨
に
八
・
六
の
姉
が
重
な
る	

木
下
マ
キ
子

美
保
往
生
て
八
年
な
り
し
九
月
来
ぬ
そ
こ
ら
に
居
そ
な
一
人
暮
ら
し
よ	

大
原　
　

繁

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

求
愛
の
ご
と
く
高
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
テ
ラ
ス
の
硝
子
戸
め
く
れ
ば
一
斉
に	

畑　

美
佐
子

十
三
夜
綱
引
く
子
ら
に
月
あ
か
り
ア
フ
ガ
ン
砂
漠
も
こ
の
月
の
下	

前
原　
　

恭

孫
一
同
よ
り
花
束
と
記
念
品
受
け
取
る
夫
は
笑
顔
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
見
す	

永
田
ミ
ツ
エ

頂
き
し
新
茶
は
義
兄
の
孫
の
嫁
笑
顔
た
っ
ぷ
り
の
二
児
の
若
妻	

山
口　

良
子

田
植
え
の
時
季
巡
り
て
夫
は
そ
わ
そ
わ
と
ケ
ラ
マ
サ
ツ
キ
は
眞
っ
赤
に
燃
え
る	

隈
元　

チ
エ

厨
辺
に
バ
レ
イ
シ
ョ
の
二
個
が
芽
を
出
せ
り
惑
星
の
ご
と
く
か
た
す
み
に
光
る	

石
橋　

道
子

打
ち
方
を
覚
え
て
先
ず
は
子
に
メ
ー
ル
返
信
の
来
て
肩
ほ
ぐ
れ
た
り	

野
口　

順
子

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

出
目
金
の
見
て
い
る
宇そ

ら宙
の
未
来
か
な	

河
野 　

通
人

薄
明
の
空
に
オ
リ
オ
ン
秋
の
宿	

冨
山　

達
次

死
を
覚
悟
生
く
れ
ば
儲
け
時
鳥	

米
澤　

二
郎

崩く

え
の
跡
濡
れ
て
木
洩
れ
日
秋
め
け
り	
冨
山　

茂
子

夏
の
月
吾
子
の
か
す
か
な
寝
息
か
な	
北
野　

治
美

送
り
火
や
故
郷
遠
く
に
あ
り
に
け
り	

吉
村　

万
里

空
蝉
の
無
念
無
想
の
姿す
が
た態
か
な	

目
黒　

文
恵

炎
天
下
縄
文
土
器
の
顔
を
出
し	

本
村
ミ
ツ
子

夕
立
の
去
り
て
き
ら
め
く
水
の
玉	

山
口
よ
し
子

宝
石
を
散
ら
す
夜
空
や
大
花
火	

奥
野
紀
代
子

ざ
わ
ざ
わ
と
あ
ふ
れ
出
し
そ
な
若
葉
か
な	

春
田　

良
子

七
夕
の
夜
市
に
買
い
し
鬼
の
面	

北
川　

雨
水

藪
茗
荷
木
立
の
裾
を
隠
し
け
り	

川
上　
　

豊

早
稲
の
穂
を
育
む
風
の
う
ね
り
か
な	

和
田　

洋
文

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2010.9

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。多
くの皆様の投稿をお待ちしています。

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

洗
い
た
て
の
赤
ん
坊
と
い
る
五
月
晴	

暉
峻　

康
瑞

雲
ひ
と
ひ
ら
友
機
は
西
の
空
に
消
ゆ	

永
山　

又
生

老
鶯
や
ま
だ
衰
へ
ぬ
谷
渡
り	

坪
田　

秀
邑

大
向
日
葵
暮
し
の
全
て
覗
か
れ
る	

山
本
せ
つ
子

老
い
人
の
力
を
見
た
り
筆
の
跡	

若
松
田
鶴
子

古
里
に
青
き
雨
降
る
樟
若
葉	

吉
田　

十
二

老
い
る
と
は
背
負
い
き
れ
な
い
程
の
夏	

肱
岡
ち
か
子

顔
中
が
口
に
な
っ
て
る
燕
の
巣	

天
水
美
保
子

夕
闇
に
や
さ
し
く
光
る
姫
蛍	

岩
根　

長
初

稲
穂
波
課
外
授
業
の
雀
た
ち	

肥
後　

洋
子

梅
雨
明
け
て
軒
先
並
ぶ
薄
衣	

野
村　

公
一

静
け
さ
や
居
眠
り
稲
穂
も
腕
の
中	

川
崎　

川
幸

鍬
ひ
と
つ
父
の
昭
和
が
眠
る
納
屋	

藤
後
む
つ
子
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マ
ル
チ
商
法

　

こ
の
よ
う
に
、
友
人
な
ど
を
誘
っ

て
組
織
に
加
入
さ
せ
る
と
、
そ
の
人

た
ち
を
勧
誘
し
た
こ
と
で
利
益
が
得

ら
れ
る
商
法
を
「
マ
ル
チ
商
法
」
と

い
い
ま
す
。
正
式
名
を
「
連
鎖
販
売

取
引
」
と
い
い
ま
す
。

　

マ
ル
チ
商
法
に
つ
い
て
は
、
商
品

を
受
け
取
っ
て
20
日
以
内
で
あ
れ
ば

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば

中
途
解
約
も
で
き
ま
す
。

　

マ
ル
チ
商
法
は
、
説
明
を
受
け
た

と
お
り
に
儲
か
る
こ
と
は
少
な
い
の

が
実
情
で
す
。

　

友
人
や
親
戚
を
強
引
に
誘
う
こ
と

で
、
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
書
き
方

（
記
入
例
）

　

右
記
を
、
は
が
き
に
記
入
し
コ
ピ

―
を
と
っ
て
保
管
し
、
相
手
に
確
実

に
届
く
よ
う
に
書
留
な
ど
で
郵
送
し

ま
す
。

　

市
役
所
で
は
マ
ル
チ
商
法
以
外
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、

巡
回
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程

に
つ
い
て
は
、
最
終
ペ
―
ジ
の
く
ら

し
の
カ
レ
ン
ダ
―
を
ご
覧
下
さ
い
。

次
回
は
、
内
職
商
法
に
つ
い
て
紹
介

致
し
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
員
便
り
vol.10

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 284）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 322）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消費者ホットライン　０５７０－０
ま も ろ う よ

６４－３
み ん な を

７０

(

例)� 

友
人
に
「
い
い
話
し
が
あ
る
」
と
誘
わ
れ
た
。「
加
入
者
を
増
や
す
と
、

マ
ー
ジ
ン
が
入
っ
て
儲
か
る
」
と
誘
わ
れ
契
約
し
た
が
、
思
う
よ
う
に

会
員
を
増
や
せ
ず
、
健
康
食
品
の
在
庫
を
抱
え
困
っ
て
い
る
。

在　庫

契
約
解
除
通
知
書

契
約
年
月
日
平
成
○
○
年
○
月
○
日

商
品
名　
　

○
○
○
○

契
約
金
額　

○
○
円

販
売
会
社
名
○
○
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

担
当
者
○
○
氏

　

右
記
日
付
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。

　

尚
、
す
み
や
か
に
支
払
済
の
○
○

円
を
返
金
し
、
商
品
を
引
き
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

平
成
○
○
年
○
月
○
日

　

住
所
志
布
志
市
○
○
町
○
○
番
地

　

氏
名
○
○
○

１．障害者対象、訓練生募集
　鹿児島障害者職業能力開発校では、障害者の方々に
就職に役立つ技能を習得していただくため、次のとお
り訓練生を募集しています。
■ＯＡ事務科
　●対象者　　身体障害者
　●訓練場所　�鹿屋ビジネス専門学校（鹿屋体育大学

前）
　●訓練内容　�パソコンソフトの利用（ワード・エク

セル等）
　●訓練期間　12月９日～３月８日
■介護福祉科
　●対象者　　知的障害者
　●訓練場所　労協センターゆらおう（鹿屋市新生町）
　●訓練内容　ホームヘルパー２級課程
　●訓練期間　12月９日～３月８日
■総合実務科
　●対象者　　精神障害者
　●訓練場所　愛・あいネット（鹿屋市寿３丁目）
　●訓練内容　�農業や畜産に関する職業訓練、パソコ

ン基礎等
●訓練期間　12月８日～３月３日

　全科目とも受講料は無料、雇用保険の継続受給や訓
練助成金等の受給が可能な場合があります。
　また、手帳をお持ちでない方や各対象の障害以外で
ご希望の方もご相談に応じます。なお募集期間は 10月
７日から 11月４日までとなっています。

２．�平成 23 年度 鹿児島障害者職業能力
開発校 訓練生募集

■募集期間
　●新卒のみ　　７月 26日（月）～ ９月 17日（金）
　●一般・新卒　９月１日（水）～ 10 月 29 日（金）
※�ハローワークのあっせんを受けられた方は雇用保険、
訓練手当などが支給される場合もあります。

■問い合わせ先
　ハローワーク鹿屋　℡ 0994-42-4135
　ハローワーク大隅　℡ 099-482-1265
　鹿児島障害者職業能力開発校　℡ 0996-44-2206

鹿児島障害者職業能力開発校からのお知らせ

市の人口　7月 31 日現在
人　口	 34,202 人	 	 （△ 22）
男　性	 16,147 人	 	 （0）
女　性	 18,055 人	 	 （△ 22）
転　入	 69 人	 　転　出	 　79 人
出　生	 20 人	 　死　亡	 　32 人
世帯数	 15,675 戸	 	 （3）

志布志港　平成 22 年 6月分

　①入港隻数　64 隻（日本 0、外国 64）
　②輸出	 11 億 76 百万円
　③輸入	 101 億 77 百万円

資料　鹿児島税関支署

■期日　10 月 10 日（日）雨天決行
■場所　有明農業歴史資料館　
■受付時間　12:00 ～ 12:30　■終了予定　17:30
■参加費　500 円　■内容　イモ掘り、さつまいものお菓子作り
■対象者　23 歳～ 40 歳の独身の方
■募集人数　男性 10 人　女性 10 人　■申込締切　９月 30 日（木）
■主催　志布志市青年団連絡協議会
■申込・問い合わせ先　市役所企画政策課　℡ 474-1111（内線 252・256）

第 4回カップリングパーティー

～スイーツな恋
こ

イモのがたり～
懐かしい、お芋掘り＆お芋スイ―ツを作って
異性との交流の輪を広げてみませんか？

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す恐れ入りますが、こちらのページは

インターネット版ではご覧いただけ
ません。



　　今月の納税	 納付期限　9 月 30 日（木）　口座振替日　9 月 27 日（月）
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

	 固定資産税（３期）	　国民健康保険税（５期）
	 介護保険料（５期）	　後期高齢者医療保険料（５期）
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ストップ滞納

平成22年度 滞納処分等実施状況について
■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

不動産及公売の実施について
　11月上旬、市役所本庁において下記物件ほか数件の不動産公売を実施する予定です。詳細につきま
しては決まり次第、広報誌やホームページ等でお知らせいたします。

～税まめ知識 ⑭～
「納税の告知（のうぜいのこくち）」

　市では、４月から 7月までにさまざまな税金の通知書を納税義務者の方へ送付しております（納税義務者とは、
主体となって納税する義務を負う方のことをいい、例えば固定資産税でいえば「土地や家屋の所有者」、軽自動
車税では「軽自動車やバイクの所有者」となります）。
　そして、これらの通知書や納付書等が届いてから、皆さんは銀行などの金融機関や口座引落としなどで納税さ
れているかと思います。そのため、税金を納税するときには、納税義務者へ「納税の告知」をしなければなりま
せん。その告知の手段として通知書を送付しています。
　この税金の通知書のことを一般的に「納税通知書」と呼んでいますが、この納税通知書には２つの役割があり
ます。一つは「税額の通知」、もう一つが「納期限の決定」です。この通知書が届いて、はじめて「あなたの税
額は○○円です。納期限は平成○○年○○月○○日です。」といった具合に「税額の通知」と「納期限の決定」
が行われ、租税債権が確定することになります。
　ちなみに、地方税（都道府県や市町村へ納める税金）は納税通知書を送付しなければなりませんが、国税（税
務署へ納める税金）や法人住民税などの申告納付の方法で納める税金は、その性質上、納税の告知は不要とされ
ています。
　例えば、毎年２～３月ごろの「所得税の確定申告」や「消費税の確定申告」なども申告納付の方法で納める税
金ですので、申告書は送られてきても納税通知書は送られてこないのはこのためです。

■差押を実施した人数　67 人
　　　（平成 22 年 4 月～ 8 月末現在）

　差押の内容　	 	 	 		 	

 ・給　与　20 人	 	 	 ・預貯金　13 人
　　・不動産　 24人	 	　　　　・動　産　 1人
　　・債　権　９人	 	

	

物件番号 場　　所　 地目及び現況

1 有明町野神字毛七ほか３筆及び建物 宅地
上記ほか数件を予定

年末調整等説明会のお知らせ
　
下記の日程により、平成 22 年分給与所得の年末調整説明会を開催いたします。
■日　　時	 11 月 19 日（金）　14：00 ～ 16：00
■場　　所	 曽於市大隅文化会館　大ホール　（曽於市大隅町中之内 9146）
■対象市町	 大隅税務署管内全市町
■問い合わせ先
　大隅税務署法人課税部門　℡０９９－４８２－０００７（自動音声案内）

市税等のお支払いは

安心・確実・便利な口座振替をご利用ください。
口座振替は、ご指定の口座から自動的に引き落としを行うものです。

★メリット　　●金融機関に納めに行く手間が省けます。	 ●うっかり納め忘れることがありません。
　　　　　　　●翌年（次回）からも自動的に継続されるため再手続きは不要です。
★ご利用できる金融機関
　鹿児島銀行・南日本銀行・鹿児島相互信用金庫・九州労働金庫・鹿児島信用金庫・鹿児島興業信用組合
　そお鹿児島農業協同組合・あおぞら農業協同組合・宮崎銀行・ゆうちょ銀行（郵便局）
★振替日　納期月の 25 日（再振替は翌月の 10 日）　※振替日が休日の場合は、翌営業日となります。
★申込方法	 通帳・届出印等を準備　→　振替希望の金融機関で手続き
　上記の金融機関に申込書がありますので、通帳・通帳届出印・納税義務者名がはっきりとわかるもの（通知書等）を
お持ちになりお申し込みください。
　申込み受付は随時行っておりますが、申し込みをされた後、約２か月程度登録期間が必要となりますので、申込み手
続きはお早めにお済ませください。
　※固定資産税の共有名義分については、個人分とは別に申込みが必要です。
★問い合わせ先　本庁税務課収納管理係　　℡４７４－１１１１（内線１４７・１４８）

魚
屋
さ
ん
の
料
理
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

コ
ツ
さ
え
つ
か
め
ば
、
ど
ん
な
魚
で
も
お

手
の
物
！
魚
屋
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
る
地
元

旬
魚
の
さ
ば
き
方
や
魚
料
理
の
コ
ツ
を
み
ん

な
で
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
開
催
予
定
日
時

　

●
平
成
22
年
10
月
17
日
（
日
）

　

●
平
成
22
年
12
月
19
日
（
日
）

　

●
平
成
23
年
２
月
20
日
（
日
）

　

※
各
回
10
時
～
13
時
の
３
時
間
程
度

■
対
象
者

　

�

市
内
在
住
の
方
で
、
開
催
予
定
の
３
回

す
べ
て
に
参
加
で
き
る
方

■
定
員　

15
名

　

�（
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
参
加
費
用　

　

１
回
当
た
り
５
０
０
円
（
材
料
代
等
）

■
場
所　

香
月
地
区
公
民
館

■
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
木
）

　

※�

申
込
み
に
つ
い
て
は
電
話
で
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

耕
地
林
務
水
産
課
水
産
係

　
　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１

　

	

（
内
線
４
３
０
・
４
２
３
）

たばこ税が改正されます
　10 月１日からたばこ税（国税）と、道府県たばこ税及び市町村たばこ税（地方税）が、次
のとおり変わります。

 たばこは市内で買いましょう ‼

１、製造たばこ（旧３級品を除く）

区　分 税　目
税額（1,000 本あたり）

改正前 改正後 引上額

国　税 た　ば　こ　税 ３，５５２円 ５，３０２円 １，７５０円

地方税
道府県たばこ税 １，０７４円 １，５０４円 ４３０円

市町村たばこ税 ３，２９８円 ４，６１８円 １，３２０円

＜製造たばこ（旧３級品を除く）＞
　1本当たり引上げ額…3.50 円

２、旧３級品の製造たばこ（わかば、エコー、しんせい、
ゴールデンバット、バイオレット）

区　分 税　目
税額（1,000 本あたり）

改正前 改正後 引上額

国　税 た　ば　こ　税 １，６８６円 ２，５１７円 ８３１円

地方税
道府県たばこ税 ５１１円 ７１６円 ２０５円

市町村たばこ税 １，５６４円 ２，１９０円 ６２６円

＜旧３級品の製造たばこ＞
　1本当たり引上げ額…1.662 円
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平
成
21
年
度
情
報
公
開
及
び
個

人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

　

平
成
21
年
度
の
情
報
公
開
及
び
個
人

情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
を
志
布
志

市
情
報
公
開
条
例
及
び
志
布
志
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
次
の
と
お
り

公
表
し
ま
す
。

1　

情
報
公
開　

市
長
部
局
以
外

1件
0件
1件
0件
0件
0件
0件

市
長
部
局
9件
6件
1件
0件
0件
2件
0件

内 容

開 示 請 求
全部開示
部分開示
取 下 げ
不 開 示
不 存 在

不服申立て等

決

定

内

容

※�

市
長
部
局
に
は
、
水
道
事
業
も
含
ま

れ
ま
す
。

※�

市
長
部
局
以
外
と
は
、
議
会
、
教
育

委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査

委
員
、
農
業
委
員
会
及
び
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
を
い
い
ま
す
。

２　

個
人
情
報
保
護

　

⑴　

開
示
請
求

市
長
部
局
以
外

0件
0件
0件
0件
0件
0件
0件

市
長
部
局
1件
0件
0件
1件
0件
0件
0件

内 容

開 示 請 求
全部開示
部分開示
取 下 げ
不 開 示
不 存 在

不服申立て等

決

定

内

容

　

⑵　

訂
正
請
求
等

　

訂
正
請
求
、
利
用
停
止
請
求
及
び
不

服
申
立
て
等
は
い
ず
れ
も
０
件
で
し
た
。

■
情
報
公
開
制
度

　

情
報
公
開
制
度
と
は
、
市
が
保
有
す

る
公
文
書
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に

応
じ
て
公
開
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
市
政
に
対
す
る
市
民

の
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
市
民
参
加
に

よ
る
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

■
個
人
情
報
保
護
制
度

　

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
、
個
人
情

報
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
し
、
だ
れ

も
が
市
の
保
有
す
る
自
己
情
報
の
開

示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止
の
請
求
が
で

き
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
市
政
の
適
正
で
円
滑

な
運
営
を
図
り
、
個
人
の
権
利
利
益
を

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
行
政
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

■
特
長

　

●�

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
込
手
続
は
簡
単
で
す
。

　

●�

経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

●�

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

　

●�

掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必

要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上

全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

●�

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金　

日
額
３
１
０
円

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、
制

度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共

制
度
の
知
り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

■ 
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
鹿
児
島
支
部

　

℡
０
９
９
―
２
５
７
―
９
２
１
６

９
月
は
発
達
障
害
福
祉
月
間
で
す

テ
ー
マ

「
障
が
い
者
制
度
改
革
の
行
方
を
探
る 

～
推
進
会
議
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
～
」

　

発
達
障
害
福
祉
月
間
は
知
的
障
害
の

あ
る
人
々
が
、
地
域
社
会
の
中
で
共
生

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
９
月
を
福
祉

月
間
と
定
め
て
、
毎
年
全
国
的
な
広
報

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
障
害
が

あ
っ
て
も
、
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
ら

し
く
」
生
き
て
い
く
た
め
に
、
県
民
の

皆
さ
ま
の
障
害
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
た
め
に
呼
び
か
け
る
も

の
で
す
。

■
関
連
行
事

　

●�

地
域
に
お
け
る
障
害
者
理
解
の
啓

発
活
動
等

■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人
鹿
児
島
県
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会

　

℡
０
９
９
―
２
２
０
―
７
０
６
２

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ
（
10
月
1
日
～
7
日
）

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

10
月
2
日（
土
）10
時
～
16
時
）

■
場
所　

鹿
屋
公
証
役
場

　

公
証
制
度
と
は
、
大
切
な
契
約
書
や

遺
言
書
な
ど
に
つ
い
て
、
公
証
人
が
作

成
す
る
公
正
証
書
に
よ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル

防
止
を
図
る
制
度
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
公
証
役
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・�

遺
産
を
め
ぐ
る
骨
肉
の
争
い
を
防
ぐ
た

め
に
。
遺
言
を
し
て
お
き
た
い
と
き
。

・�

金
銭
消
費
貸
借
、
借
地
借
家
、
売
買
、

養
育
費
等
の
契
約
書
を
公
正
証
書
で

作
成
す
る
と
き
。

・
私
署
証
書
の
認
証
、
宣
誓
認
証
等

　

公
正
証
書
に
は
強
い
証
拠
力
と
執
行

力
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
屋
公
証
役
場

　

℡
０
９
９
４
―
４
１
―
３
３
３
９
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市
有
車
の
払
い
下
げ
に
つ
い
て

　

市
が
使
用
し

て
い
た
小
型
ト

ラ
ッ
ク
（
旧
給

食
配
送
車
）
を

次
の
と
お
り
売

却
し
ま
す
。

■
車
両
情
報

　

車
名　

三
菱

　

年
式　

平
成
10
年
式

　

種
別　

普
通　

・
用
途　

貨
物

　

乗
車
定
員　

３
人

　

形
状　

バ
ン

　

型
式　

KC
‐
FE
５
３
７
B

　

総
排
気
量　

４
．
２
１
ℓ

　

走
行
距
離　

５
９
，
４
４
８
㎞

　

車
検　

平
成
22
年
５
月
７
日
切
れ

■
売
却
の
方
法

　

一
般
競
争
入
札

■
入
札
参
加
者

●�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
在
住
し
て
い

る
も
の

●
市
内
に
本
社
・
本
店
を
置
く
法
人

●
市
税
等
に
未
納
の
な
い
者

■
車
両
等
説
明
会

●
日
時　

９
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時

●
場
所　

志
布
志
市
文
化
会
館
正
面
駐
車
場

■
そ
の
他　

　

説
明
会
に
参
加
さ
れ
な
い
場
合
、
入

札
に
も
参
加
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
入
札
・
開
札
の
日
時
及
び
場
所

●
日
時　

10
月
１
日
（
金
）
午
前
10
時

●
場
所　

�

志
布
志
市
役
所
志
布
志
支
所

１
階
会
議
室

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記

ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
３
３
０
）

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
ま
す

■
調
査
内
容　

�

農
地
の
利
用
状
況
、
耕
作

放
棄
地
、
無
断
転
用
等

■
調
査
期
間　

9
月
1
日
～
10
月
29
日

■
調
査
員　

�

農
業
委
員
、
農
業
委
員
協

力
員

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

農
業
委
員
会
農
地
係

　

℡
4
８
７
―
２
１
１
１
（
内
線
３
０
３
）

平
成
23
年
度
「
児
童
福
祉
週
間
」

標
語
募
集
に
つ
い
て

　

毎
年
5
月
5
日
の
子
ど
も
の
日
か
ら

1
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
児
童
福
祉
週
間
に
向

け
て
、
そ
の
象
徴
と
な
る
標
語
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

9
月
1
日
～
10
月
15
日

■
募
集
内
容

　

元
気
で
が
ん
ば
る
子
ど
も
達
を
応
援

す
る
標
語
や
、
未
来
に
向
け
て
の
子
ど

も
達
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
標
語
。

■
主
催　

厚
生
労
働
省
、

　
　
　
　
（
社
福
）
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
財
）
こ
ど
も
未
来
財
団

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
こ
ど
も
未
来
財
団

　
　
　
　
　

調
査
研
究
部
標
語
募
集
係

　

℡
０
３
―
６
４
０
２
―
４
８
２
５

市 営 住 宅 空 き 家 情 報 （ 松 山 地 区 ）
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。

●さゆり団地　720 号　３DK　市単住宅　戸建　　家賃 36,000 円
●松山団地　　255 号　２DK　特賃住宅　２階建　家賃 20,000 円（所得制限あり）
●中原団地　　712 号　２DK　市単住宅　２階建　家賃 20,000 円
●西之原団地　305 号　２DK　市単住宅　２階建　家賃 20,000 円

■問い合わせ・申込先　
●市役所建設課管理係　　℡ 474-1111（内線 467）　　　●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

９月

 10月

12日 大山病院（内科） ℡472-1400
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科、内科）℡477-1212
19日 みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
  山口内科（内科） ℡473-1188
20日 井手小児科（小児科） ℡473-3211 
  松下医院（内科、外科） ℡472-1124
23日 石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
  陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
26日 手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科、内科）℡477-1212

 3日 大山病院（内科） ℡472-1400
  山下クリニック（内科、外科） ℡487-9001
10日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科、内科）℡477-1212
11日 ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
  松下医院（内科、外科） ℡472-1124
17日 井手小児科（小児科） ℡473-3211 
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000

９月・10月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

９月

10月

家族関係回復セミナー開催
　優しくいたわりあえる家族でありたいのに、安心感から言
い過ぎる、要求しすぎるとストレスの多い家庭になってしま
います。家庭を平和、喜び、楽しみにあふれた場所とするこ
とは難しいことではありません。ご一緒に学びあいましょう。
■日時、内容
　●９月 23 日（木）「認知症を防ぐ、思い出会話、介護術」
　● 10月 11 日（月）�「3ヶ月で夫婦再生、親子再生、幸せな

家庭づくり」
　● 11月 ７日（日）「認知症、老人性うつ病を防ぐ、介護術」
　　※いずれも 14:00 ～ 16:00

■講師：荒木次也　�NPO ファミリーカウンセリングサービス
代表カウンセラー

■会　場	 9 月 23 日、10 月 11 日：有明農村環境改善
センター ( 志布志市役所本庁横 )　
	 	 11 月７日：有明農業歴史資料館会議室（開
田の里公園内・志布志市役所本庁舎手前）
■申込・問い合わせ先：NPOファミリーカウンセリングサー
ビス鹿児島大隅支部
　（℡＆ Fax）099-477-2212　(e-mail)h.araki@brown.plala.or.jp
　（URL）　　http://www.npofcs.org  
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「パソコン実務科」職業訓練受講生募集

　パソコンの基本操作から職場で活用できる実践的なスキ
ルまでを学習するほか、ビジネスに必要な財務・販売管理・
コミュニケーション力を学び、幅広い職種に対応できる人
材を育成します。
■期　間　　　11 月９日（火）～２月８日（火）
　　　　　　　毎週月～金　9：30 ～ 16：30
■場　所　　　株式会社プライムワークス
　　　　　　　志布志町志布志 3丁目 16 番 8号
■対象者　　　再就職を目指す人
■募集定員　　20 人
■応募期間　　９月１日（水）～ 10 月５日（火）
■選考日　　　10 月 13 日（水）
■受講料等　　�受講料無料。ただし、教材費 13,000 円程

度が必要です。
　　　　　※条件により、職業訓練給付金が支給されます。
■申込方法　　�ハローワークでキャリアコンサルティング

を受けた後、株式会社プライムワークスへ
お申し込みください。

問い合わせ先
　ハローワーク大隅	 株式会社プライムワークス
　℡ 099-482-1265	 ℡ 472-5020

船は物流の大動脈！船乗りのプロを育てます。

　優秀な船舶運航技術者の育成を目的とし、海と船を
フィールドに学びます。卒業生には、海技資格における特
典と高等学校卒業同等資格が付与されます。
■募　集	 ●国立唐津海上技術学校　
	 	 ●国立国之津海上技術学校
■受　付	 平成 23 年１月７日（金）開始
■試験日	 ●推薦入試　平成 23 年 1月 22 日（土）
	 	 ●一般入試　平成 23 年２月 13 日（日）

◆体験入学（オープンスクール）のお知らせ
■日　時	 ●唐津校	 10 月 16 日（土）
	 ●口之津校	 ９月 18 日（土）
 資料請求・問い合わせ先
　唐津校　　佐賀県唐津市東大島町 13-5　℡ 0955-72-8268
　口之津校　長崎県南島原市口之津町丁 5782
　　　　　　℡ 0957-86-2152
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オータムジャンボ宝くじ
住みよいまちづくりに使われます！

　「オータムジャンボ宝くじ（市町村振興宝くじ）」が全国
の宝くじ売り場で発売されます。
　この宝くじの収益金は、市町村が行う公共事業費などの
資金として明るく住みよいまちづくりに使われます。
■発売日　9月 27 日（月）～ 10 月 19 日（火）
　（売り切れ次第販売終了）
■抽選日　10 月 26 日（火）
※この宝くじは通信販売で買うこともできます。
※昨年のオータムジャンボ宝くじ（第 570 回全国自治宝
くじ）　の時効（平成 22 年 10 月 27 日（水））が迫ってお
ります。　再度当せん番号の確認をお願いします。

交通事故無料定期相談会

■日時　9月 22 日（水）、10 月 13 日（水）10:00 ～ 16:00
■場所　サンポートしぶしアピア 1階　特設コーナー
　被害者の被った被害額について、提示された保険金や過
失割合は妥当なのか？など、不安や疑問をお持ちの方に専
門のスタッフがお答えします。
　保険会社とご示談される前に、ぜひ、ご相談ください。
　　　【ご相談は全て無料、秘密は厳守いたします！】
 問い合わせ先
　NPO法人交通事故被害者救済推進協会
　℡ 0994-65-6405

無料法律・登記・税務相談会

　県司法書士会、県土地家屋調査士会、南九州税理士会鹿
児島県連合会では、10 月１日「法の日」に無料相談会を開
催します。境界問題・相続問題・離婚問題など、さまざま
なご相談に対応いたしますので、お気軽にご利用ください。
■日時　10 月 1日（金）10:00 ～ 16:00
■場所　市役所志布志支所 1階会議室
 問い合わせ先
　鹿児島県司法書士会	 	 ℡ 099-256-0335
　鹿児島県土地家屋調査士会	 ℡ 099-257-2833
　南九州税理士会鹿児島県連合会	℡ 099-225-6148

事業主の皆様へ
学卒求人にご協力を！
　新規高卒求人の受付が、今年も６月 20 日から始まって
います。
　若者は地域活力の原点です。
　厳しい経済状況の中、雇用の維持に苦慮されていること
と存じますが、職業人生のスタートに立てるよう、学卒求
人の申込みにご協力をお願いします。
 問い合わせ先
　大隅公共職業安定所　℡ 099-482-1265
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■�基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されてい
た水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

水俣病被害者の方への給付申請を 受け付けています。

■給付対象者 
　水俣湾などのメチル水銀で汚染された魚などを食し、手
足の先の感覚（触覚・痛覚）が鈍いなど一定の症状があり、
検診・判定の結果、該当するとされた方
■給付内容
　一時金、療養手当、療養費（医療費の自己負担分）
※詳しくは県ホームページでご覧いただけます。
 問い合わせ先
　県庁環境林務課　電話	 099-286-2584
　　　　　　　　　FAX	 099(286)5544

インターナショナル day 開催！

　大隅湖レイクサイドフェスティバル（花火大会）に合わ
せまして、インターナショナル day を開催します。
■日時　10 月 17 日（日）14:00 ～ 17:00
■場所　アジア太平洋農村研修村
	 （鹿屋市民族館・KAPIC センター）
■内容
　・世界の食文化紹介コーナー　　・ワールドバザール　
　・民族衣装ファッションショー　
　・お楽しみ抽選会　等
 問い合わせ先
　鹿屋市国際交流協会　℡ 0994-43-2111（内線 3594）
　e-mail：info@kiea.ne.jp　URL：http://kiea.ne.jp/

アピア乳がん検診のお知らせ

　アピアは今回オープン 15 周年を記念しまして、お客様
の幸せと地域に貢献できるまちづくりを目指して、乳がん
検診を下記のとおり企画しました。
　乳がんの早期発見・早期治療のためにも多くの皆様の検
診をお願いします。
■日時　● 1日目　10 月９日（土）
　　　　● 2日目　10 月 10 日（日）
　　　　●午前の部　  9:30 ～ 12:30（３時間）
　　　　●午後の部　14:00 ～ 17:00（３時間）
■受診者数　各日　70 名程
■場　　所　サンポートしぶしアピア駐車場にて
■検診料（アピア協賛による検診料になります）
　①マンモグラフィー検診料　　５２００円
　②超音波検診料　　　　　　　５０００円
　①＋②＝併用検診料　　　　１００００円
■協力　特別医療法人　博愛会　健診事業部
 申し込み・問い合わせ先
　さがらパース通りクリニック　健診事業部　検診車事業課
　　　　　　　　　　　　　　℡ 099-224-1821
　申し込み期間 9月 13 日（月）～ 9月 24 日（金）
　受付時間：月曜日～金曜日 9:00 ～ 17:00

戦没者遺児による慰霊友好親善事業が行われます

　㈶日本遺族会では「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」
の参加者を募集しています。
　この事業は、先の大戦で父等を亡くされた戦没者の遺児
の皆様を対象に、戦没された旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行
うとともに、同地域の住民との友好親善を図るものです。
　今年は事業実施 20 周年として、「洋上慰霊」を実施し
ます。参加費用は 8万円です。
■実施地域　旧満州、旧ソ連、西部ニューギニア、マリア
ナ諸島、中国、東部ニューギニア、ボルネオ・マレー半島、
トラック諸島、パラオ諸島、ソロモン諸島、フィリピン、
ミャンマー、インド、マーシャル諸島、洋上慰霊
 問い合わせ先　㈶日本遺族会事業課事業係　℡ 03-3261-5521
 申し込み先　  鹿児島県遺族会　　　　    ℡099-225-8181

九州統一マイバッグキャンぺーンを実施します
期間　10 月１日（金）～ 10 月 31 日（日）
　買い物の際、レジ袋の使用を控え、マイバッグを利用す
ることで、ゴミの減量化や二酸化炭素の削減につながりま
す。身近な買い物を通して、地球の環境について考えてみ
ましょう。
 問い合わせ先　
　県庁廃棄物・リサイクル対策課　℡ 099-286-2594
　

■松山地区　
９ 月	 半下石建設	 	 ℡ 487-8706
10 月	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
■志布志地区
９ 月７日～９ 月 13 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
９ 月 14 日～９ 月 20 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
９ 月 21 日～９ 月 27 日	 山本組	 ℡ 472-1101
９ 月 28 日～10 月 4 日 	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
10 月 ５ 日～ 10 月 11日	 高吉組	 ℡ 472-0721
10 月 12 日～ 10 月 18日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
■有明地区
９ 月５日～９ 月 11 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
９ 月 12 日～９ 月 18 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
９ 月 19 日～９ 月 25 日	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
９ 月 26 日～10 月 2 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
10 月 3 日～ 10 月 9 日	 山中水道	 ℡ 474-1440
10 月 10 日～ 10 月 16日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
■水道局からのお願いです
　水道の漏水が発生すると水道の供給ができなくなること
があり、市民生活に多大な影響を及ぼします。
　市民の皆様への影響を最小限にするために、通勤や日常
生活において、晴天なのに路面が濡れているなどありまし
たら情報提供のご協力をお願いします。
■問い合わせ先　水道局工務係　℡474-1111（内線483）

水道修繕当番店
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特定健診、がん検診（志布志地区）（7:00～9:00受付）※3

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:00～9:00受付）※3

育児学級（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00　宇都鼻農村研修センター）
年金移動相談（10:00～15:00 志布志支所5F会議室）※1
女性支援相談室（13：00～17:00 新橋地区公民館）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）

両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）
法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室 要予約）※4

ポリオ予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）
女性支援相談室（13:00～17:00 志布志支所5F会議室）
消費生活相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

ポリオ予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

体育の日

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

敬老の日

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室要予約）※2
消費生活相談（10:00～15:00 市民センター有明）
特定健診、がん検診（志布志地区）（7:00～9:00受付）※3

(日)

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:00～9:00受付）※3
母子健康手帳交付（9:30～12:00松山支所市民課窓口）
1歳6ヶ月児健康診査／麻疹風疹1期予防接種
　　　　  （13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:00～9:00受付）※3

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:00～9:00受付）※3

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 年金移動相談は事前予約制になります。志布志支所市民課　℡472-1111（内線223）までご連絡くたさい。
※２ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※３ 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※４ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課行政係　℡474-1111（内線224）までご連絡ください。

日曜当番医は37ページに掲載しています

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:00～9:00受付）※3
子育て講座（10:00～12:00 子育て支援センター）28

29

30

三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
母子健康手帳交付（9：30～12：00 松山支所市民課窓口）

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:00～9:00受付）※3 乳児健康診査/BCG予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）　

(土)

(日)

13

12

9/11

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(土)

(日)

(金)

(土)

(日)

(月)

(月)

(火)

(木)

10/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

(金)

(土)

(日)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(月)

(火)

(水)

(木)

(木)

育児学級（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00　やっちくふれあいセンター）

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡ 099-474-1111　Fax 099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp
● 10 月号は 10 月 12 日に発行予定です。

　
　
　

編
集
後
記

旧
暦
で
７
月
か
ら
９
月
を
「
秋
」、
真
ん
中

の
８
月
15
日
の
月
を
「
中
秋
の
名
月
」
と

呼
び
ま
す
。
▼
こ
の
中
秋
の
名
月
、
つ
い

満
月
を
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
実
際

に
は
そ
う
で
な
い
事
が
多
い
よ
う
で
す
。

▼
月
の
満
ち
欠
け
か
ら
作
ら
れ
た
旧
暦
で

は
15
日
が
満
月
に
な
る
は
ず
な
の
で
す
が
、

月
の
軌
道
は
楕
円
状
で
周
期
が
一
定
で
な

い
等
の
理
由
か
ら
、
暦
と
実
際
の
満
ち
欠

け
と
の
間
に
誤
差
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で

す
。
▼
そ
う
は
言
っ
て
も
秋
の
夜
空
に
浮

か
ぶ
月
は
、
多
少
欠
け
て
も
や
は
り
綺
麗

で
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
▼
今
年
の
中

秋
の
名
月
は
9
月
22
日
、
名
月
の
よ
う
な

美
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
報
し
ぶ
し

に
は
ま
ち
の
話
題
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情

報
が
満
載
で
す
の
で
、
月
の
あ
る
日
も
な

い
日
も
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

勿
論
、
見
と
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
話
題
や

お
便
り
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
蔵
園
）

　

9
月
・
10
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
金
・
土
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　

9
月
21
日
、
10
月
３
日
、
15
日
、
27
日

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

9
月
26
日
（
９
時
～
12
時
）

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵（
国
道
２
６
９
号
線
沿
）

　

火
曜
日（
そ
ば
）・
日
曜
日（
野
菜
等
販
売
）

志
布
志
駅
前
市
場
（
JR
志
布
志
駅
前
）

　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
７
時
～
14
時
）

【
市

報
し

ぶ
し

設
置

一
覧（

順
不

同
）】  市

役
所

本
庁・市

役
所

各
支

所・市
文

化
会

館
・図

書
館・公

民
館・ボ

ル
べ

リ
ア

ダ
グ

リ・蓬
の

郷・健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ・蓬
原

郵
便

局
・

有
明

郵
便

局
・

鹿
児

島
銀

行
志

布
志

支
店

・
鹿

児
島

銀
行

有
明

出
張

所

・四
季

彩
館

ほ
り

ぐ
ち

志
布

志
店・ニ

シ
ム

タ
志

布
志

店
・ホ

ー
ム

マ
ン

北
山・ス

ー
パ

ー
ぬ

き
ざ

こ
Nukk店・さ

ん
ふ

ら
わ

あ
待

合
室

・Ａ
コ

ー
プ

あ
お

ぞ
ら

店・ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

JA有
明

西
部

店・あ
お

ぞ
ら

一
丁

目

・
サ

ン
ポ

ー
ト

し
ぶ

し
ア

ピ
ア

・
タ

イ
ヨ

ー
志

布
志

店
・

サ
ン

キ
ュ

ー
西

志
布

志
店

・
ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
志

布
志

北
店

・
フ

ァ
ミ

リ
マ

ー
ト

志
布

志
見

帰
店

・
安

楽
温

泉


